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南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係る 
パブリックコメント手続結果等について 

 

１ 南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に対する意見等（計 179 件）           

（１）第６回総合計画審議会 

①開 催 日 時 令和５年１月２５日（水）９：００～ 

②意見等件数 55 件（意見 48 件、質問 7件） 

※内容は資料１－２のとおり。 

 

（２）パブリックコメント手続 

①期 間 令和５年１月２６日（木）から２月１４日（火）まで 

②意見等件数 17 件（意見 16 件、質問 1件） 

※内容は資料１－２のとおり。 

 

（３）各地域協議会説明 

①開 催 日 時 

   １）令和５年１月２７日（金）１３：３０～ 鹿島区地域協議会 

   ２）令和５年１月３０日（月） ９：３０～ 原町区地域協議会 

   ３）令和５年１月３０日（月）１４：００～ 小高区地域協議会 

②意見等件数 22 件（意見 16 件、質問 6件） 

※内容は資料１－２のとおり。 

１）鹿島区地域協議会  5 件（意見 4件、質問 1件） 

２）原町区地域協議会 10 件（意見 9件、質問 1件） 

３）小高区地域協議会  7 件（意見 3件、質問 4件） 

 

（４）市民説明会 

①開 催 日 時 

   １）令和５年１月７日（土）１０：００～ 小高区 

   ２）令和５年１月７日（土）１３：３０～ 原町区 

   ３）令和５年１月８日（日）１０：００～ 鹿島区 

②意見等件数 12 件（意見 10 件、質問 2件） 

※内容は資料１－２のとおり。 

１）小高区 5件（意見 4件、質問 1件） 

２）鹿島区 0件（意見 0件、質問 0件） 

３）原町区 7件（意見 6件、質問 1件） 

 

 

 



各区地域協議会資料 南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】 

資料１－１【当日差し替え】 

 

- 2 - 

 

（５）若手団体との意見交換 

①開 催 日 時 

   １）令和５年１月３１日（月）１３：３０～ 原町青年会議所 

   ２）令和５年２月 ６日（月）１１：００～ 原町商工会議所商業部会 

   ３）令和５年２月 ６日（月）１７：００～ 原町商工会議所青年部 

   ４）令和５年２月 ７日（火）１９：００～ 鹿島商工会青年部 

   ５）令和５年２月 ８日（水）１８：００～ 小高商工会青年部 

②意見等件数 73 件（意見 65 件、質問 8件） 

※内容は資料１－２のとおり。   

１）原町青年会議所     15件（意見 13件、質問 2件） 

２）原町商工会議所商業部会  9件（意見  7件、質問 2件） 

３）原町商工会議所青年部  12件（意見 11件、質問 1件） 

４）鹿島商工会青年部    16件（意見 14件、質問 2件） 

５）小高商工会青年部    21件（意見 20件、質問 1件） 

 

２ 意見等の対応について                         

  内容精査の結果、大幅な修正は必要なしと判断し、一部文言の追記・修正と

するもの（意見等への対応については、資料１－２のとおり）。 

 

３ 今後の予定                              

（１）地域協議会への諮問 

  ①令和５年２月２４日（金） ９：３０～ 原町区地域協議会 

  ②令和５年２月２７日（月）１０：００～ 鹿島区地域協議会 

  ③令和５年２月２７日（月）１４：００～ 小高区地域協議会 

 

（２）庁内手続等 

  ①令和５年３月１０日（金）３月臨時企画調整会議 

  ②令和５年３月１３日（月）３月臨時庁議 

  ③令和５年３月      議会（報告） 

  ④令和５年３月末     計画公表（予定） 

  ⑤令和５年４月中旬    第三次総合計画概要版（市内全戸配布ほか） 
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対応区分 市の考え方（対応の理由等）

1 総合計画審議会 4 その他

概要版：前期基

本計画のポイン

ト

その他

　前期基本計画のポイント

　７項目になっています。１項目を入れることをご検討下さい。

　●計画の実行に当たっては、現場主義を重要します。

ご意見

【反映】

　概要版のうち、前期基本計画のポイントについて、ご意見を踏まえ、

修正させていただきます。

2 パブリックコメント その他 その他 その他 その他

　今全国で話題になっています。南相馬市にモデルナ社のワクチン工場ができ、夏には製造をさ

れ、メッセンジャーRNAタイプのワクチンが日本国内並びに海外に供給されると聞きました。メッ

センジャーRNAタイプのワクチンは今すでにワクチン被害が報告され、被害が急増しており、メッ

センジャーRNAワクチンを度重なる接種により死亡者も増えている状況。これからも死亡者がどん

どん増えていきます。

　南相馬市は、3.11の災害を乗り越え今に至っていらっしゃると思いますが、あの時の境遇を思い

出し、決して国民(市民)を路頭に迷わせない政策を取ってもらいたいと思います。このままでは、

市内の住民はもとより全国民の健康被害の片棒を担ぐことがあれば笑いぐさとなるでしょう。です

ので、メッセンジャータイプのワクチンを製造させないための措置、及び対策を今すぐにでも製造

工場を差し止める手続きを取って下さい。いずれ、戦争が始まれば、南相馬市は生物兵器工場に

なってしまいます。だから、今のうちに製造差し止めをして下さい。

ご意見 　貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

3 パブリックコメント 2 全体 全体 全体

・当計画は色分けで記述されるなど、とても分り易かったし、字句も要点がまとめられ、どなたに

も好評だったと思います。

・数値化（見える化）はとても大切だと思います。たとえば現状値に対する目標値は大切です。た

だ、この数値は当市におけるだけのもので果たして高いのか低いのかわかりません。（計画書とし

ては良いのかもしれません。）

私は事務方だけでも、更に一歩踏み込んで、県内各市と比較し、どの程度（位置）なのか常にラン

ク付けをし、上位のものは維持しつつ、低い分野においては一つでも上を目指す計画になって欲し

いと常に考えています。

・計画とは別な話になりますが、説明会の参加者があまりにも少なく、私達市民としても恥ずかし

く思いました。そこで、市側としても、各種団体の長あたりには一声かけて参加を促したらもう少

し集まったように思いますので、次の集会にはぜひ工夫して欲しいです。

ご意見

【反映】

　ご意見等を踏まえ、重要目標達成指標（ＫＧＩ）と重要業績評価指標

（ＫＰＩ）に関して、①指標の設定理由と②目標値の考え方を追記し、

市民にとって、より分かりやすい構成に見直しいたします。

連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）
回答内容

基本施策

1/35 2023/2/24【企画課】
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対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

4 小高区地域協議会 ３-４ 全体 全体 全体

　目標値はどういった基準で出されているのか。これまでも目標設定があってPDCAを回してやって

きていると思うが、各分野で、進んでいるところと進んでいないところはどこなのか教えて欲し

い。

ご質問

　令和３年度においても令和２年度に引き続き新型コロナウイルス感染

症の感染拡大の影響を受けて、後期基本計画に基づく各事業が実施する

こと自体ができなくなるなど、大きな環境変化が生じたところです。こ

のため、成果指標の達成状況を評価するにあたっては、各政策の柱で掲

げた成果指標のうち、イベントの開催件数や施設の利用者数など、新型

コロナの影響等によって適正かつ正確な指標をとることが困難と判断し

た「1９項目」が評価することができませんでしたが、そのほかの成果指

標について、可能な限り評価を実施しました。

　そのうえで、全体で４２項目（6３．６％）が「向上」となっており、

成果目標の達成に取り組めております。特に、政策の柱「３ 産業・仕事

づくり」では、「向上」が８割を超える達成状況となっています。ま

た、政策の柱「１　教育・子育て」では、「評価できなかった」が「７

項目」とはなっているものの、「向上」が約７割という結果となってお

り、コロナ禍の状況にあっても着実に施策を進められていると捉えてお

ります。一方で、政策の柱「４　都市基盤・環境・防災」においては、

「低下」が約4割を占めるなど、各政策の柱別で見ても「低下」している

項目もあることから、その要因を評価・分析のうえ、成果指標の達成に

向け、取り組んでまいります。

5 小高区地域協議会 ３-４ 全体 全体 全体

　先日の市民説明会で、今後の財政についての話があった。設備投資がかかる部分については、単

年度で管理しているのだと思うが、これは８年間の目標なので、どのくらいの予算を確保していく

のかというのが、概算でもあると良いと思う。先ほど成果の話もあったが、その予算に対し費用対

効果がどのように出てくるのかも答えやすくなると思う。目標については、なぜそれを選定したの

か根拠も欲しい。

　例えば、教育については、全国から生徒を集めるような、特定教育を目指した寄宿舎付きの学校

を作るとか、思い切ったことをしないと、今のペースを将来的に伸ばしただけでは発展しないと思

う。そういう事も考えて目標も立てて欲しい。

　目標については、高すぎるものも低すぎるものもある。医者不足とあれだけ言っているにも関わ

らず、医師の確保は目標に入っておらず、看護師の人数は目標に入っているとか。目標の根拠につ

いても追加で書いていただきたい。

ご意見

【反映】

　ご意見等を踏まえ、重要目標達成指標（ＫＧＩ）と重要業績評価指標

（ＫＰＩ）に関して、①指標の設定理由と②目標値の考え方を追記し、

市民にとって、より分かりやすい構成に見直しいたします。

　その他、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきま

す。

6 鹿島区地域協議会 ３-４ 全体 全体 全体
　セデッテ鹿島の活性化でプロジェクト活動しているのか。どこにも含まれていない。

　鹿島区の優先順位１位である。

ご意見

【反映】

　ご意見等を踏まえ、政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」の

うち、基本施策９「観光交流」の中で、施策３０「交流人口の拡大」、

主な取組として、「●南相馬鹿島ＳＡ等地域資源の利活用」を掲げ、対

応してまいります。の中で、セデッテ鹿島などの取組も含め、鹿島区の

活性化に関する内容を反映いたします。

7 鹿島区地域協議会 ３-４ 全体 全体 全体

　目的を達成するために他部間と協力して対応して欲しい。

　例えば、健康のテーマであれば、健康企画、健康推進、スポーツ推進、部間で各課の協力・連

携。

ご意見
　ご意見を踏まえ、各区部間連携の上、総合計画で掲げた目標を達成で

きるよう取り組んでまいります。

2/35 2023/2/24【企画課】
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対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

8
鹿島商工会議所青年

部
2 その他 その他 その他

　鹿島には他の人を受け入れる文化がない。人を受け入れる文化を作っていく必要があると思って

いる。
ご意見

　第三次総合計画では、「今後８年間のまちづくりの基本姿勢」とし

て、「つなぐ・よりそう・いどむ」を掲げました。

　その中で、「よりそう」については、本市の復旧・復興の軌跡の中で

生じた、個人の様々な人生観・価値観・慣習などを理解、尊重しつつ、

互いに思いやり、“よりそう”ことで、夢や希望を実現できる共生のまちづ

くりを目指すものです。

　今後、この3つの基本姿勢に基づき、市民、事業者・まちづくり団体、

行政が一体となって、協働によるまちづくりを進めてまいります。

9 パブリックコメント 2 全体 全体 全体

　計画ついては大賛成です。只、本当に出来るのでしょうか？各課においては計画の進捗状況が芳

しくない時の梃入れの方法などは考えていますか？又、各課で計画通り進まない時、誰がその責任

をどんな方法で取るのか？各課ともできると考え、この計画を作成したものと思いますので、この

12年間とは違った仕事の進め方を期待します。

ご質問

ご意見

　本計画の進捗管理は、年度ごとの進捗状況を踏まえ、重要目標達成指

標（ＫＰＩ）等を基に、市として、必要な対策を講じてまいります。

　その他、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきま

す。

10 パブリックコメント 2 全体 全体 全体

　2月４日に行われた”第三次総合計画前期基本計画（素案）に係る市民説明会”原町会場に集まった

市民の数は10名ほど。これは広報が少なかったのか、市を信用し全てを任せるという無条件全任な

のか？それとも何を言おうとも結局やらない、出来なかった、うやむやにして終了する事が想像出

来るので行くだけ損と考えたのか。

　第一期、第ニ期と出来なかった事が第三期になったらどうして出来る様になるのか？第三次総合

計画を完遂させる為、職員に対して今までとは違った指導を行わなければならないが、誰が計画完

遂の指揮を現場で行うのか？又、現場の職員が呼応し、目的達成の為に行動する事が出来るのか？

　一つ例を示すのであれば、現在でも高齢者が多いが、前期４年間でますます数が増えます。高齢

者が増えて困る事は、①医療費の増大、②介護施設・介護士の不足、③孤独老人増、④家庭内介護

の負担増、⑤老老介護、⑥民生員の数が足りない（現在16名が不足）、⑦食生活や運動不足、⑧災

害時においての避難の問題（安否確認）、⑨コミュニケーション（話す相手がいない）不足、⑩介

護が理由での虐待問題。これらについて各課がどんな行動をとれるのか？広報やチラシ等で注意喚

起しても高齢者の心には届きません。

ご意見

　本計画の進捗管理は、年度ごとの進捗状況を踏まえ、重要目標達成指

標（ＫＰＩ）等を基に、市として、必要な対策を講じてまいります。

　その他、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきま

す。

11 原町青年会議所 2 その他 その他 その他

　全体的に見させていただき、大きい枠組みとしてやった方がいいと思うことがたくさんあった。

一方で、現時点の計画では具体に書けない部分もあるかと思うが、個別のところに落とし込んだ時

に、我々が考えていたのとイメージが違う部分もあった。

　我々もいろいろな形でどんどん意見をしていきたい。PDCAの一環として、こうした意見交換会で

あったり、我々を使っていただきたいという思いもあるため、ぜひこうした会を継続していただけ

たらと思う。

ご意見
　貴重なご意見として、次年度以降もこのような取組ができるように庁

内で協議・調整をさせていただきます。

12 原町青年会議所 2 全体 全体 全体
　まちづくりの基本目標「100年のまちづくり~家族や友人とともに暮らすまち~」についても、長

期的な視点としてさらに説明が必要と感じる。
ご意見

　ご意見等を踏まえ、総合計画基本構想と前期基本計画を計画書として

取りまとめる際、市民にとってより分かりやすいかたちで表現いたしま

す。

3/35 2023/2/24【企画課】
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対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

13 原町区市民説明会 2 全体
全体

政策の柱６

１５　コミュ

ニティ・市民

参加

　説明内容については大賛成で、ぜひともやってほしい。ただ問題なのは、それを市ができるの

か。この12年間、各課でいろいろな話をさせてもらうと必ず出てくるのがマンパワーの問題。足り

ないマンパワーをどこから持ってくるのか。そして、この復興に関して行動するのは市役所が全て

行うということなのか。これは私の勝手な意見だが、無理だと思う。マンパワーの件もそうだし、

復興は誰かがするものではなく、その地域に住む人たちの参加がないといつまでも可燃物のような

復興復興ということが続いてしまうと思う。市民の人の参加をどうやってつむぐのか、そこの部分

は市の方で考えてほしい。市役所は信用がある。だから、そういった部分は市役所の方で旗を振っ

て、協力してもいいという人を1人でも多く集めて、集まった人たちにどういったことをしてもらう

のか、あるいは集まった市民がどういったことをしたいと思っているのかを聞いて、ぜひとも参考

の1つにしてもらいたい。

ご意見

　政策の柱６「地域活動・行財政」のうち、基本施策１５「コミュニ

ティ・市民参加」を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参

考とさせていただきます。

14 総合計画審議会 5 1～2

１　基本計画の役

割

２　政策・施策

評価による基本

計画の進行管理

全体 　横文字が多く並べられており、分かりにくい。
ご意見

【反映】

　ご意見等を踏まえ、極力、横文字表記ではなく、日本語表記とし、や

むを得ず横文字表記を使用する際は、注釈を入れるなど、市民により分

かりやすい計画とさせていただきます。

15 総合計画審議会 5
1～2

ほか

１　基本計画の役

割

２　政策・施策

評価による基本

計画の進行管理

ほか

全体

　同意見で、難しいことを分かりやすくというのが基本だと思う。

　地球温暖化という非常に大きな問題に関しては、この基本計画の中にあまり載ってない気がす

る。子どもたちにそういう地球環境、大切さを教えていく部分が必要かと思う。

ご意見

【反映】

　ご意見等を踏まえ、極力、横文字表記ではなく、日本語表記とし、や

むを得ず横文字表記を使用する際は、注釈を入れるなど、市民により分

かりやすい計画とさせていただきます。

　また、地球温暖化に関しては、本計画と基本構想も含め、計画書とし

て取りまとめる際、計画書冒頭に挿入予定である「時代の潮流」等のと

ころで、背景や本市の現状・課題を踏まえ、市民により伝わるような内

容といたします。

　さらに、その内容を踏まえ、政策の柱５「都市基盤・環境・防災」の

中で、体系づけて具体的に取り組んでまいります。

16 総合計画審議会 5 1
１　基本計画の

役割
全体

　下から6行目：「第三次総合計画のまちづくりの～」や「デジタルの力を活用し～」について、説

明をわかりやすいものにできるか。KGI、KPI、SDGsは下に説明を入れるようにしていただくか、

もしくは、文章の中でもう少しわかりやすくしていただきたい。

　SDGsの文章３行では、あくまで行政がこういうことをやりますということだが、我々市民、各種

団体のいろいろなところで、SDGsはもう既に取り込まれている。国連がSDGsの17の目標を定めた

のは7年前で、その間に着々と進んでいる。国も自治体もSDGsをやらなくてはならないことは理解

できるが、背景やその辺が市民にも伝わる内容にしていただきたい。

ご意見

【反映】

　ご意見を踏まえ、基本計画の役割については、表現を見直しいたしま

す。

　また、ＳＤＧｓに関しては、本計画と基本構想も含め、計画書として

取りまとめる際、計画書冒頭に挿入予定である「時代の潮流」等のとこ

ろで、背景や本市の現状・課題を踏まえ、市民により伝わるような内容

といたします。

4/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応
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対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

17 総合計画審議会 5 1

第１章 基本計画

の推進にあたっ

て

１　基本計画

の役割

文章内の文字訂正。

①７行目…さらに施策を具体的に展開して~　「展開」→「実現とする」

②８行目…施策・施策ごとに　「に」→「の」

③12行目…デジタル実装~　「実装」の意味がわかるように

④前回より判易くなりましたが、それでも難解な文章です。行政用語文になるのはある程度分かり

ますが、施策の入れ込み過ぎ、１～７の政策の柱で重複するものは省くことで、判り易くなると思

います。これは参考意見。

ご意見

【反映】

　ご意見のありました①から③については、修正させていただきます。

　なお、④については、ご意見として、今後、概要版（全戸配布）を作

成する際、参考にさせていただきます。

18 パブリックコメント 2 2

２　政策・施策

評価による基本

計画の進行管理

全体

　政策・施策評価による基本計画の進行管理

施策担当部署の開示

（1）事業の有効性評価は、PDCAサイクルによる実質化と外部組織評価とある。外部組織も行政が

選んでおり、執行者ベースの進捗管理となりやすい。手が掛かるが、一般市民による無作為の抽出

アンケートもしくは市役所本庁・各区役所来場者によるアンケートも検討できないか。一般市民に

計画概要を知らしめるのには良い機会でもある。行政ばかりでなく、地域住民に一定の役割と責任

を「求める」ことにつながるよき機会とも思う＝市民行動計画にもつながる。

（2）なお、基本計画策定に関わった組織とメンバー、外部組織のメンバーについては冊子編集の際

には公表すべきと考える。

ご意見

　市では、前期基本計画の評価を行う際、担当課を明記したうえで、資

料公表します。

　また、次回、後期基本計画の策定の際は、今回、策定する前期基本計

画の市民意識調査を実施します。

　さらに、総合計画策定に関わった組織と構成員、外部組織も公表して

おり、計画書を取りまとめう際も掲載いたします。

19 小高区市民説明会 2 2

２　政策・施策

評価による基本

計画の進行管理

全体

　成果目標のKGI、KPIについて、それぞれ４年後の目標が書いてあるが、これは４年後にもう１度

見直すと考えて良いか。

　そのチェックは庁内で、PDCAなどを含め、毎年つどつどしていくのだろうが、市民を巻き込んで

の外部というのは、どういったところを念頭に置いているのか、もしくは組織をしていくのか、そ

の辺を教えていただきたい。

ご質問

　成果指標については、次期、後期基本計画策定時において、前期基本

計画の進捗状況等を検証し、適宜、見直しを検討します。

　また、庁内による内部評価に加え、市長の附属機関である南相馬市総

合計画審議会による外部評価を行います。

20 総合計画審議会 5 2

２　政策・施策

評価による基本

計画の進行管理

全体

　「エビデンスベースドポリシーメーキング」だとか、「ロジックモデル」だとか、一般の方には

馴染みないものが並んでいるため、わかりやすく示していただきたい。

　変更点にあった政策の柱ごとに市民や事業者が取り組んでいくことについては、内部検討の結

果、掲載しないとのことだが、あくまでも内部の計画であるということなのかと思って聞いてい

た。その点は、SDGsのところに端的に現れているということだが、市民や事業者の方たちの行動目

標とか、そうしたものをあまり謳わない形にして良いのか。

ご意見

【反映】

　ご意見等を踏まえ、「ＰＤＣＡサイクル」、「EBPM」、「ロジックモ

デル」等の表記などについては、「国総合戦略」等を踏まえ、市民に

とってより分かりやすい表記に見直しいたします。

　また、市民や事業者が取り組んでいくことについては、本計画策定の

際、直接、本件に関して、市民等に対しご意見等をいただく機会がな

く、事務局側で作成した内容（案）となっており、今回、内部検討の結

果、見送った経過があります。

　なお、次期計画策定の際、市民等の意見をより丁寧に拾い上げ、反映

できるよう検討させていただきます。

21 総合計画審議会 5 2

第１章 基本計画

の推進にあたっ

て

２　政策・施

策評価による

基本計画の進

行管理

（★パブコメ素案ｐ２）

※９行目　不確実性が高く～　「不確実性」→「予測出来ないとする」

※10行目 「社会情勢等に加え、災害対応の緊急時、新規～」　→「社会情勢等に加え、頻発する災

害対応の緊急時、更に新規～」

ご意見

【反映】
　ご意見のとおり修正させていただきます。

22 総合計画審議会 5 2

第１章 基本計画

の推進にあたっ

て

２　政策・施

策評価による

基本計画の進

行管理

　今回、KGI、審議会では議論する時間がなかったPDCAサイクルとOODAループという推進方策が

書かれていますが、各部署、各業務に定着させることはなかなか難しいと思います。計画の進行管

理が絵に描いた餅にならないよう、企画課としては意識してください。

ご意見

【反映】

　ご意見を踏まえ、一部表記を分かりやすく見直すとともに、今後の取

組に関しても庁内で周知徹底を図り、適切に進行管理を行ってまいりま

す。

5/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応
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回答内容
基本施策

23 総合計画審議会 5 3 ３　将来の人口 全体 　避難者の人や住民票のない人を人口を盛り込むのはどうなのか。 ご意見

　市として、行政運営上、住民登録者数は正確に把握（推計も含め）し

なければいけない一方で、南相馬特有の問題として、住民登録の有無に

関わらず多くの方々が居住されている実態があります。

　第三次総合計画では、このような現状を踏まえ、令和２年国勢調査を

べ―スを人口推計を実施し、本市の行政需要を正確に把握し、必要な施

策を講じてまいります。

24 パブリックコメント 2 4

第２章 分野別 施

策の展開

１　基本計画の

構成と見方ほか

全体

　基本計画の構成と見方

（1）見方を説明するのは親切丁寧と思う。

（2）各施策は課題から導いたものであるが、KGIおよびKPIの目標値の設定が一般市民からは高い

のか低いのか判断できない。施策があるということはギャップがあるということ。すべてとは言わ

ないが、備考欄を設けてあるので、選択理由と目標設定値の簡単な説明が欲しい。目標値が低いと

達成出来るが、問題解決にはならない。

（3）各施策には、予算が伴う。設備関連では尚更である。今後の人口減少問題、それに伴う税額減

少も考えられる。個別施策ごととは言わないが、政策の柱ごとに、概算でも予算規模（一般予算か

補助金かも含めて）を明記すべきではないか。課題解決型予算なのだから、費用対効果の検証にも

役立ててられる。

（4）KPI施策には、個別施策や個別事業が伴うと思われるので記載願いたい。例えばP47の馬事関

連イベント数は現状15回だが25回に増やすとしているが、何のイベントか分からない。これで検証

しろと言われても判断が付かない。

（5）各施策の担当部署を明記すべきではないか。当該部署の遂行能力が明白となり、責任が生じる

ことにつながると思われる。

ご意見

【反映】

（２）については、①指標の設定理由と②目標値の考え方を追記させて

いただきます。

（３）については、前期基本計画に基づく、第一次実施計画を取りまと

める際、事業費を掲載します。

（４）については、①指標の設定理由と②目標値の考え方を追記させて

いただきます。

（５）については、毎年度行う計画評価時に担当課を記載します。当該

計画上は、今後、4年間で組織機構の見直しも想定されるため、記載して

おりません。

25 総合計画審議会 5 4
第２章 分野別 施

策の展開

１　基本計画

の構成と見方

　全体的に構図構成が判りにくい。政策の柱は、政策７までこのような構図ですとの事例と捉えて

良いのですか。意図を示してください。
ご質問

　ご質問のとおり、基本計画の構成と見方です。

　なお、ご意見を踏まえ、市民にとって、より分かりやすい文言などを

追記させていただきます。

26 総合計画審議会 5 8
第２章 分野別 施

策の展開

３　基本施策

に対応する主

なＳＤＧｓの

ゴール（目

標）

　⑯平和→生涯学習、福祉、生活環境に丸が入ると考えます。人とつながる事業、又地域を超えて

他者との関係を築くことも”平和”に入ります。平和は、足元からグローバル迄を含みます。ご検討

ください。

ご意見

　生涯学習における平和学習の今後の進展等、また、社会福祉における

虐待防止等の視点を踏まえ、生涯学習及び福祉分野における「⑯平和と

公正をすべての人に」について、ＳＤＧｓのゴール（目標）といたしま

す。

　生活環境分野については、改めてご意見の内容を確認させていただい

た上、適切に対応させていただきます。

　なお、ご意見をいただいた「人とつながる事業、又地域を超えて他者

との関係を築くこと」「足元からグローバルまで」については、「⑯平

和と公正をすべての人に」の達成だけではなく、全てのSDGsの目標達成

に必要な視点であると考えますので、ご意見を参考に各施策を推進して

まいります。

27 総合計画審議会 5 10 政策の柱１ －
　学校教育に関するKGI、得点や偏差値だけで教育の質や子どもの発達を測ることはできないので、

意識調査など主観的な評価も用いられた方がよいのではないか。

ご意見

【反映】

　政策の柱１「教育・学び」の重要目標達成指標（ＫＧＩ）のうち、学

習適応検査の偏差値を掲げ、子どもたちの学習に向き合う意欲や態度な

ど、子どもたちの主観的な評価も追加させていただきます。

6/35 2023/2/24【企画課】
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28 原町区地域協議会 ３-４ 11 政策の柱１ １　学校教育

　教員に中間層がいないのは、地元出身者がいないからだ。そのためにも、こどもたちが優秀にな

り、学校の先生を目指してほしい。先生も２０年も過ぎれば、４０代になり、こどもがいれば、地

元に戻ってくる。よその出身の先生は出て行く。そのため中間層が空洞化してしまう。３０代、４

０代の先生には地元の高校で頑張っていただき、生徒が優秀な大学に入り先生になってくれるよう

教育をしてほしい。南会津と相双地区は地元出身の先生が少ない地域で、若い先生も、本人が希望

すれば優先的に採用してもらえる地区である。我々の近くに住んでいるこどもたちが、地元の先生

になるよう、小学校の内から教育していかないといけないと思う。

ご意見 　貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

29 パブリックコメント 2 12 政策の柱１ １　学校教育

　豊かな心と体の育成　「KPI　朝食を食べる児童生徒の割合」

・家庭内に踏み込んだ目標であり、行政としての目標としてふさわしいのか、子供のため一般市民

を巻き込んで設定した目標なのか。目標として選択した割には目標値が低いのではないか。また、

児童が親のことを思って虚偽の回答をすれば正確な数値が出てこないのではないか。

ご意見

　学校教育では、正しい食生活習慣を身に付けるために、「朝食をとる

ことの大切さ」を児童生徒に伝え、家庭と連携しながら取り組んでおり

ます。今後も、家庭、学校、地域が一体となっての食育の推進を目指し

て取り組んでまいります。

　目標値については、現状値が全国の値と同等以上となっていることか

ら、さらに高めていくため、朝食摂取率の伸び率を１ポイント/年程度向

上を目指していく考えです。

30 パブリックコメント 2 12 政策の柱１ １　学校教育

　教育環境の整備　「KPI　学校給食における市産品の使用率」

（1）給食を通して地元産品を愛せるようにしていく食育なのか、供給者である生産者保護が目的な

のか不明確。取組み方針には学校給食の安定提供体制整備とあるが、あまりリンクしない目標。

（2）市内にはロボットテストフィールドがある。せっかくの施設なので、ロボテスの街として、授

業の一環で教育に組み込む施策は提供できないか。現在も行っているのであれば、市の施策として

明記した方がアピール度は高い。

ご意見

（１）地場産物を使用した学校給食を提供することは食育を進める上で

重要な役割を担っています。今後も、地元食材の活用や郷土料理の提供

を積極的に推進し、地域の食材や料理、地元生産者への理解を深める取

り組みを進めてまいります。

(2)ロボットテストフィールドについては、既に一部の学校において、体

験学習等で活用しております。市内にはロボットテストフィールド以外

にも多数の魅力ある教育資源があることから、政策の柱１「教育・学

び」のうち、基本施策１「学校教育」、施策２「教育水準の向上」の取

組方針「学習意欲を高める魅力ある教育環境づくりに取組みます。」の

中でロボットテストフィールドの活用も含め、積極的取組んでまいりま

す。

31 鹿島区地域協議会 ３-４ －
政策の柱１

政策の柱２
－ 　インターナショナルスクールも含めて、海外の人を呼び込んで街を活性化できないか。 ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」として、

施策２「教育水準の向上」を掲げ、主な取組として、「●中学生の海外

研修の継続と、多様な文化や価値観への理解を醸成する体験プログラム

の提供」に取り組んでまいります。

　また、政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」の中で、施策２

６「多様な人材の確保と就労支援の充実」を掲げるなど、ご意見等も踏

まえ、海外の方を呼び込んで、まちの活性化につなげられるよう取り組

んでまいります。

7/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

32 原町区地域協議会 ３-４

10

20

ほか

政策の柱１

政策の柱２

１　学校教育

３　こども・

子育て

　教育や子育て関係についてＫＰＩやＫＧＩに力を入れているのが見て取れるが、こどもたちの義

務教育に対する平等性をぜひ大事にしてほしい。学校適正化についての話は、７・８年前から出て

いて、小高区については一定程度結果が出ていると思うが、原町区内は、見えてこない。説明会な

どに参加しても、答えてくれていない。特に生徒数の問題で、地元の学校では希望する部活動が出

来ないということで、別な地域や市外の学校に出て行ってしまうことがある。最低限度の活動と、

こどもたちがやりたいことが出来るように、平等性を含め強く展開してほしい。

　国も子育て支援に力を入れていると思うが、南相馬市も独自にどんどんお金を使い、こどもたち

を支援してほしい。

ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」として、

施策２「教育水準の向上」を掲げ、主な取組として、「●公立学校適正

化計画の推進」を掲げ、ご意見を踏まえ、取り組んでまいります。

　また、子育て支援については、政策の柱２「こども・子育て」の中

で、基本施策３「こども・子育て」のうち、施策９「保育・幼児教育の

充実と質の向上」や施策１０「子育て環境の充実」、施策１１「こども

の健やかな成育のための支援」を掲げ、ご意見を踏まえ、こどもたちを

支援してまいります。

33 総合計画審議会 5

11

16

27

政策の柱１

政策の柱３

１　学校教育

２　生涯学習

４　健康・ス

ポーツ

　基本計画に盛り込むというよりは、今後運用する中で考えていただきたいこと。

・市内の文化施設、生涯学習センター等に常駐職員がいない。財団法人文化振興事業団の利用拡大

等、有効的活用。

・学校における部活動の地域移行と、地域の競技力・指導力向上。

ご意見

　現在、「ゆめはっと」は指定管理者である南相馬市文化振興事業団の

職員が常駐し、市内９生涯学習センター（埴谷・島尾記念文学資料館含

む）には常駐職員はおりますので、いただいたご意見は、その他の生涯

学習課管理の施設について、今後施設のあり方等が協議される中での参

考とさせていただきます。

34 原町区地域協議会 ３-４
12

13
政策の柱１

１１　学校教

育

　学校教育について「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなところ」について記載があるが、

小学５年生で５９．６パーセントを目標７５．０パーセントにするのは現実的か。また、学力の意

欲の問題だが、小５の４３パーセントを６０パーセントに目標値を設定しているが、現状を認識し

て目標値を立てているのかお聞きしたい。

　現状値が半分以下の４３パーセント位なのに、目標値だけを上げても絵に描いた餅ではないか。

新体力テストでも４０パーセント弱である。南相馬市は、体力が無く、肥満児が多いと県の統計で

も出ている。そういった課題と現状を認識して目標値が立てられればいいが、ただ単にこの位なら

やれるだろうで目標値を立てるのはいかがなものか。学習意欲を４年間で４３パーセントから６０

パーセントに上げるのは至難の業であり、偏差値を４３から６０に上げるのは常識的に不可能と思

われる。スモールステップみたいなものを作ったらどうかと思う。現実に６０パーセントまで上げ

られればよいが、現状の課題、認識を持って目標値を立ててほしい。

ご意見

施策①

「南相馬市の自慢できるところ」や「好きなところ」について

【理由】

・各校で「至誠（まごころ）学）」を進めながら、南相馬市の過去や現在に

ついて、歴史、文化、自然、産業などについて学びながら、郷土を愛し理解

を深める機会を充実させていく。

・令和３年度調査において小学校69.3％、中学校58.5％を示しており、達

成可能な数値であると考え設定しました。

施策②

「学習意欲が高い児童生徒の割合」について

【理由】

・児童生徒の学習意欲を高めるために、子供たちが主体的に学ぶことができ

るような授業改善に引き続き取り組んでいく。

・タブレットなどを活用しながら、個別最適化された学びを進め、児童生徒

の学習意欲を高めていきたい。

・中学２年生の現状値が51％であることから、小学生５年生にも中学生と同

程度の学習意欲をつけてほしい。また、今後、指導方法を工夫改善したり、

教育環境の充実を図ることで、そこから10％程度の上昇をめざしたいと考え

目標値を設定しました。

35
原町商工会議所青年

部
2

12

13
政策の柱１ １　学校教育

　中学校の部活が少ない。部活が３つくらいしかないとも聞き、少年団のようなところでやるしか

ないとも聞く。自分が卒業した学校がなくなることは嫌だが、たとえば小中一貫校ではないが、子

どもたちの教育や部活にとっても、集約した形で学ぶことも大切なのかと感じた。

ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、

施策２「教育水準の向上」、主な取組として、「◎公立学校適正化計画

の推進。」を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさ

せていただきます。

8/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

36 小高区市民説明会 2

12

50

54

政策の柱１

政策の柱４

１　学校教育

９　観光交流

１０　移住定

住

　相馬野馬追、報徳仕法と移住の３つがこの計画の中に入っていてよかった。

　移住は日本全国でやっているため、市のアドバンテージとしてはロボットテストフィールドと、

国際研究教育機構は恐らく浪江になるのだろうなと思っていたら、やはり浪江になってしまったの

で、せめていろいろな形で連携を取りたい。教育機構の人たちを持ってくるとか、学びの拠点を

持ってくるとか、事業者関係の場を持ってくるとか、具体的な施策を挙げて推進してもらいたい。

　相馬野馬追については、双葉郡ではいろんな形で町村が連携してやっている。そういった部分を

一緒にできればいいなというのもある。ともかく、今は未来に向かってロボテスとか研究開発機構

などのご利益が回ってくるといいなと。そのための施策を1つでもいいので、重点的にやっていただ

きたい。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策９

「観光交流」及び基本施策１０「移住定住」の中で、ご意見等も踏ま

え、具体的な施策の中で、取り組んでまります。

37 原町区市民説明会 2
13

24

政策の柱１

政策の柱２

１　学校教育

３　こども・

子育て

　学校教育について。私は長年、民間企業で社員教育をやっているが、せっかく地元から採用して

も、パソコンなどの操作についてこられない高校生が多く、辞めざるを得ない状況になっている。

これは地域における誘致企業にも影響してくるのではと思う。地域の教育水準を上げなければ、企

業を誘致して地元採用を見込んでも、ついていけないという問題が出てくるのではないか。具体的

に言うと、経済的格差が非常に大きい。できる子どもとできない子どもの格差が出てくると、生涯

に渡っていろいろな社会生活、経済活動にも影響してくるため、当然、取り組んでいかないといけ

ないが、具体的な中身はここにない。ある程度、学校で一定の水準にさせるための補習制度、相馬

ではそういう制度を熱心にやっているそうで、全国の中でも結果が出ているらしいが、南相馬はそ

の辺が少し弱いのではないか。南相馬市ならではの教育自体を上げる仕組みをもう少し真剣にやっ

てください。

　それから子育ての関係で、私も子どもを育てましたが、1番は経済だ。日本の子育て支援は世界と

比べると遅れている。南相馬市も子育て支援として、国の政策なんか待っていないで、車を購入し

た時の援助とか、あらゆる手段を使ってやれないものなのか。もう少し子育てする家庭に支援を

やっていただきたい。というのも、私も地域行政の中で活動させてもらっているが、ほとんどが高

齢者世帯で、子どもがいる世帯が少ないため、非常に心配している。補習制度も含めた学校のあり

方、子育についての経済的支援のこの2点について、基本計画の中に具体的な数字でもってやってい

ただくと、ビジュアル面もあり、皆さんも理解できると思うので考えていただきたい。

ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、

施策２「教育水準の向上」を掲げ、取組方針として、「◎基礎学力の定

着と活用力の向上を推進します。」を掲げるなど、ご意見等も踏まえ、

学力向上に向けた取組を進めてまいります。

　また、政策の柱２「こども・子育て」では、基本施策３「こども・子

育て」として、施策１０「子育て環境の充実」や施策１１「こどもの健

やかな成育のための支援」を掲げており、貴重なご意見として、今後の

業務の参考とさせていただきます。

9/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

38 原町区市民説明会 2

13

36

66

政策の柱１

政策の柱３

政策の柱５

１　学校教育

６　福祉

１３　地域防

災

　教育水準の向上の、中学生の海外研修の部分。コロナが流行る前に我が市に海外の生徒たちが来られたのだが、

その時、教育委員会に生徒同士の交流も結構だが先生同士の交流はできたのかと聞いたところ、やっていないと。

なぜ交流しないのか。イギリスのサッチャー時代に荒れていた学校を変えた時の知識を来てくれた教師たちが持っ

ているはず。今、南相馬で学力を向上させるのが難しいというのであれば、どうやれば学力を向上させるのができ

るのかという話もできると思う。前の方が言われた災害時における災害弱者の問題について、怒るのは当然だと思

う。この名簿の作成は危機管理課さんが行って、それがいつの間にかコミュニティ課さんが担当になって、そして

いつの間にか各区長さんの方が実際に行動を起こすという話になった。一般市民にやってくださいというのは無理

である。根本的にマンパワーがないし、やり方がわからない。大型台風があった時に、私は危機管理課さんに行っ

てこう言ったんです。今は曇っていても明日には上陸する。だとすれば、今のうちに避難所を開けて、災害弱者と

言われる方をその避難所に最初に入れたらどうですかと。これから来る台風は、南相馬を通過する時に960ヘクト

パスカルと、もう今まで経験したことがないような強いものが上陸するっていうことは、各メディアで喋ってる。

それを来てから雨が降ってから避難させましょうっていう考え方が当時の危機管理課さんの考え方。雨が降ってい

る状態の中で動けない高齢者を避難させるのは、どれだけ大変かまるで考えていない。本当に市民のこと考えてい

るんですか。効率のことばかり考えていないか。それでは困る。最後にこれは私がつい最近直接言われたのだが、

危機管理課さんの方で名簿を作ったけど、避難させることができない。何のために名簿を作ったのだと聞いたら中

央省庁から作れって言われてから作りましたという内容の返答だった。ひどい。上からやれって言われたからやっ

た。やったことに対する責任は知りませんってことだ。こちらの方が怒った理由が私十分わかる。同じ地域に住ん

でるんだから、あんたらがやれってどうして言われなきゃならない。金をもらっているわけでもなんでもない。お

互いに助け合いの精神は持っているが、限度はある。１人で５人、10人、20人なんかできるわけないでしょう。そ

この部分をよく考えてください。

ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、

施策２「教育水準の向上」を掲げ、取組方針として、「◎基礎学力の定

着と活用力の向上を推進します。」を掲げるなど、ご意見等も踏まえ、

学力向上に向けた取組を進めてまいります。

　また、政策の柱５「都市基盤・環境・防災」のうち、基本施策１３

「地域防災」の中で、施策４０「防災体制の強化」のと取組方針とし

て、「◎市民一人ひとりの防災意識を醸成し、自主防災組織の活性化を

はじめ地域全体の防災力を高めます。」を掲げており、実態に合わせた

災害弱者への支援の在り方について、貴重なご意見として、今後の業務

の参考とさせていただきます。

39 小高区地域協議会 ３-４

14

15

25

政策の柱１

政策の柱２

１　学校教育

３　こども・

子育て

・アンケートを取ったり、色々な意見を取り入れて基本計画が作られているのは、とても良いと思

うが、『小中学校の施設・設備の整備について「満足」「やや満足」と回答する保護者の割合』が

59.1％とあるが、残りの40.9％の方は何が不満足なのかということが具体的に示されていたか。結

局はそこがキーポイントと思う。

・同じく『学校給食における市産品の使用率』については44.9％とあり、こういうところからも、

子どもたちが地元を愛する心が育ってくる。

・『学級生活に満足している児童生徒の割合』が、中学生はとても低くなっている。これはクラス

の中で問題があるのではないかということが見えてくる気がするが、担任の責任だけでなく、学校

全体で取り組むとか、保護者やPTAが一緒になって取り組んでいかなければならない。

ご質問

・「小中学校の施設・設備の整備について「満足」「やや満足」と回答

する保護者の割合」について

教育に関するアンケート調査においては、総合的な満足度として尋ねて

おり、具体的な不満点まで示されるものではありませんが、毎年、予算

編成時期に小中学校長会やＰＴＡ連絡協議会より要望書をいただいてお

り、その中では学校施設・設備に対する要望も多く寄せられていること

から、教育委員会で把握している現況とあわせ、それらの要望に対応す

ることで、満足度を向上させていきたいと考えております。

・「学校給食における市産品の使用率」について

ご意見を踏まえ、今後も市産品の食材を多く取り入れ、子ども達が地元

を愛する心が育つようにしてまいります。

・『学級生活に満足している児童生徒の割合』について

政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、施

策４「児童・生徒の状況に応じた支援の充実」として掲げた各取組方針

通じて、児童・生徒一人ひとりに寄り添った対応をご意見を踏まえなが

ら取り組んでまいります。

40
原町商工会議所商業

部会
2 12 政策の柱１ １　学校教育

　南相馬市においては、より所となる人材人物として、天明の飢饉で助けていただいた二宮尊徳が

あげられる。報徳仕法をより所の1つとしてお考いただき、小中学生を含めた教育にも役立てていた

だきたい。ただ単に活性化をしましょうと言うだけではなく、100年のまちづくりという表題があ

るのであれば、この中で、この地の代表される人物という風なことを掲げていただいて、幼少期か

らの教育において100年先を見据たそういった人物の排出、あるいはその過去にあった歴史を紐解

くということをお考えいただきたい。

ご質問

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、

施策１「豊かな心と体の育成」として、取組方針「◎郷土を愛し豊かな

心を育む教育「至誠（まごころ）学を推進します。」、主な取組「◎報

徳仕法等の郷土学習の実施」を掲げており、ご意見等を踏まえ、取り組

んでまいります。
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41 小高商工会青年部 2 12 政策の柱１ １　学校教育

　小学５年生と中学２年生で、南相馬市の自慢できるところが目標値に対して低い。

　自慢できるよというお子さんが少ないと思ったので、魅力ある南相馬市にしていかなければと

思った。

ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、

施策１「豊かな心と体の育成」として、取組方針「◎郷土を愛し豊かな

心を育む教育「至誠（まごころ）学を推進します。」、主な取組「◎報

徳仕法等の郷土学習の実施」を掲げるなど、ご意見等を踏まえ、取り組

んでまいります。

42 原町青年会議所 2 12 政策の柱１ １　学校教育

　郷土学習というのはどういうものか。例えばこの町で生まれ育って、外に出てからまた南相馬に

戻ってきたいと思わせる何かを学ばせる場が必要ということか。外に出て自分たちはこれを持って

やっているんですというのと、外に出た時にこのまちにはこういう魅力があって、またそこに戻り

たいなと思いますと、その２つが必要だと思う。その観点でいえば、報徳仕法だけを打ち出すのは

では不足していると感じる。

ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、

施策１「豊かな心と体の育成」を掲げており、貴重なご意見として、今

後の業務の参考とさせていただきます。

43 原町区地域協議会 ３-４ 13 政策の柱１ １　学校教育

　教育水準の向上について。主な取組の中で、市独自教員の採用があるが、県や国の法律で決まっ

ている教員数プラスαの人数を、市で教員として独自で採用すると解釈できる。また、公立学校適正

化計画の推進とあるが、市ではどういう教員を必要としているのか、どの位の人数で、どの地区の

小中学校で採用されるか具体的に市の独自の教員の採用についてどう考えているのか、概要を教え

てほしい。

ご質問

　市では、令和元年度から独自に採用した学力向上教員を配置すること

で、児童生徒の学習指導環境を充実させ、児童生徒の学習意欲を高める

とともに、学力の向上を目指しています。

　令和4年度現在では、小学校２名、中学校１名の計３名を配置し、学習

調査の結果を踏まえ、算数と数学の指導について、ティームティーチン

グ等により実施しています。

44 原町区市民説明会 2 13 政策の柱１ １　学校教育

　海外研修の継続とあるが、２年目ぐらい前に研修申し込みがなかったという話を聞いた。実際本

当に申込者がいっぱいあって継続しているのか、それともただ項目だけを挙げているのか、その辺

を詳しく教えていただきたい。

ご質問

　令和元年８月に市内の中学２年生１８人をオーストラリアへ派遣し、

ホームステイほか、地元大学生との交流や外国文化体験などを実施しま

した。

　その後、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響もあり、令和２

年度及び３年度は、海外研修を中止せざるを得ない状況であったため、

同じく市内全中学２年生を対象に、ブリティッシュヒルズ（天栄村）で

の宿泊研修を実施してきました。

　令和５年度については、令和元年度以来となりますが、市内中学２年

生を対象に、それぞれ２０人ずつ、オーストラリアとシンガポールへの

海外研修を予定しています。

45 総合計画審議会 5 15 政策の柱１ １　学校教育

　施策④主な取組のいじめ問題への積極的な対応について。学校・教育委員会がいじめ問題に、真

摯に向き合い、将来のある児童に寄り添って対応しない限り、解決には至らない。かつて教育委員

だった者として、当時の体質が未だにあってはならない教訓として記載。

ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、

施策４「児童・生徒の状況に応じた支援の充実」を掲げており、貴重な

ご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

46 総合計画審議会 5 15 政策の柱１ １　学校教育
　施策④取組方針。追加検討。◎4に沿うと思いますが、ひとりひとりの個性を尊重すると共に、ひ

とりひとりの違いを認め合うことを致します。
ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、

施策１「豊かな心と体の育成」として、取組方針「◎様々な側面から生

命の尊さについての考えを深める道徳教育を推進します。」、主な取組

「◎計画的・発展的な道徳教育の充実」を掲げており、ご意見について

は道徳教育の推進を通じて取組んでまいります。
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47 原町区地域協議会 ３-４ 16 政策の柱１ ２　生涯学習

　生涯学習について。市内には旧市町村合併により生涯学習センターが９つあるが、簡単な記載と

なっている。現状の課題としてコロナの関係もあったからか、各種組織団体が弱体化していると思

われる。原町芸術文化協会をみても、かつて７団体あったものが現在４団体あるのみ。支援体制が

見えず、組織の多くは、市から退職した方が会長や、要職など、名誉職ばかり受けて、仕事内容は

全くダメである。教育委員会はそこのところをどう捉えているのか。年間１００万円もの補助金を

受けてもやる気が無いのはだめで、生涯学習の重要性をもっとアピールしてほしい。

ご意見

　基本施策２「生涯学習」について、特に施策６「芸術文化の充実」の

中で、取組方針として、「◎芸術文化団体への加入促進と組織力強化の

取組を支援するとともに、芸術文化活動の充実を図ります。」を掲げて

おり、ご意見を踏まえ、生涯学習の重要性のアピールも含め、対応して

まいります。

48
原町商工会議所青年

部
2 16 政策の柱３

１１　地域医

療

　医療の部分について。医師不足の状況について、海外のようなデジタル技術を使った遠隔医療な

どは実施できないか。
ご意見

　政策の柱３「医療・健康・福祉」」のうち、基本施策５「地域医療」

の中で、施策１６「地域医療提供体制の維持・強化」、取組方針とし

て、「◎地域医療の連携を強化と合わせ、医療人材の確保や効果的な活

用に取り組み、充実した医療提供体制を確保・維持します。」、ＫＰＩ

（重要業績評価指標）として、「オンライン診療または電話診療導入医

療機関数」を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさ

せていただきます。

49 小高商工会青年部 2 17 政策の柱１ ２　生涯学習
　南相馬市のYouTube見てみたが、真面目系なのは再生回数伸びてない。面白いのもあるので、

もっと盛り上げればいいのかなと思う。南相馬チャンネルで郷土料理紹介するとかはどうか。
ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策２「生涯学習」の中で、

施策５「生涯学習の充実」、取組方針「◎市民が生涯にわたって、学ぶ

ことができる環境を整備し、生涯学習機会の充実を図るとともに、報徳

精神の実践を推進します」を掲げており、貴重なご意見として、今後の

業務の参考とさせていただきます。

50 パブリックコメント 2 19 政策の柱１ ２　生涯学習

　ジェンダー平等社会の推進

・取組み方針として「男女の区別をなくす」点は表現されているが、LGBTまで踏み込んでいない。

数値目標でなくても取組方針の中に入れることは出来ないか。

ご意見

　令和2年3月に策定した「第３次南相馬市男女共同参画計画」では、施

策「性に関する教育・啓発の充実」において、既に「性自認や性的指向

など性に関する固定観念や偏見により、困難な立場に置かれている人々

の個人としての人権が尊重されるよう、人権教育や啓発を推進する」こ

ととしております。ジェンダー平等社会の推進に向けては、この参画計

画に基づき、様々な施策に取り組むことから、取組方針に明記がなくて

も、参画計画を踏まえLGBT等多様な性への理解促進等に努めていく考え

です。

51 原町青年会議所 2 19 政策の柱１ ２　生涯学習

　ジェンダー平等社会の推進で「管理職に占める女性の割合」がKPIとなった時に、女性の割合を増

やすためには、本来であれば、女性も管理職になりやすい環境整備等が大事であるが、女性の割合

を増やすという数値的な部分を達成することが目的になってしまわないのか。

　数値を達成することが目標になってしまってはいけないというのが気になった。いろいろな検証

の仕方、設定の仕方がもっと考えられるのではというのが全体としての印象。多角的に検証できる

ような項目を設定していただく方が良いと感じた。

ご意見

　施策７「ジェンダー平等社会の推進」については、取組方針として、

「◎男女双方の視点から施策を実施するために、あやゆる分野への男女

の参画拡大を啓発します」を掲げ、取組を進めて行く考えです。

　また、ＫＰＩ（重要業績評価指標）については、上記取組の成果を測

る代表的な指標であり、ジェンダー平等社会の推進のための目的ではあ

りませんが、ご意見等も踏まえ、目標達成に向けて取り組んでまいりま

す。

52 総合計画審議会 5 19 政策の柱１ ２　生涯学習
　施策7のジェンダー平等社会はやはり生涯学習ですか。主な取組を見ても市の施策として考えれば

生涯学習ではないので、収まりが悪いように思います。
ご意見 　貴重なご意見として、今後、検討してまいります。
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53 総合計画審議会 5 20 政策の柱2 －
　KGIが出生数だけでよいのか、よくわかりません。既に生まれた子どもたちに関する目標・評価が

なくてよいのか。

ご意見

【反映】

　ご意見を踏まえ、出生数に加え、重要目標達成指標（ＫＧＩ）とし

て、「子育て支援に対し、「満足」「やや満足」と答えた割合を追加さ

せていただきます。

54 総合計画審議会 5

10

20

29

政策の柱２

政策の柱３

３　こども・

子育て

６　福祉

・文字の大きさ。他はみんな12ポイントぐらいかと思うが、目指す姿の文字は９ポイントでちょっ

と小さい。目指す姿もそうだし、政策の説明文も文字が小さいのではないか。

・こども・子育てのヤングケアラー問題。居場所づくりをしているNPO法人の講演会に行って、ヤ

ングケアラーと引きこもりの取組事例を聞いてきたが、ものすごく難しい。法人の居場所を作った

ら、次は教育委員会との連携、各種医療関係との連携が必要で、その繋がりを作るために相当の努

力が必要で、運営面でも様々な障害が出る。地域にそういう場所が必要のため、それだけ困ってい

る家庭、引きこもりの方が多いということで、使命感でやっているということだった。南相馬市で

実際に居場所づくりをする段階になった時には、「住民市民で、事業者行政が一体となって共同で

この政策を進めます」というこの政策理念をみんなで共有することをお願いしたい。

・施策13の取組方針「心の健康の維持増進を図り、自殺予防を推進します」も同様で、県の出先機

関に相双地方引きこもり家族会というのがあり、２か月に１回、引きこもりの家族が15組くらい来

て、5080（ゴーマルハチマル）問題等、いろいろな悩みを話している。しかし、来ている15家族以

外に、目に見えない家族がたくさんいる。実は私も家族会の1員で、皆さんと悩みを共有し、これか

ら先のことを話し合ったりしているが、そういうことをもっと地域に還元していく。

・地域と連携するという言葉がすごくたくさん使ってあるので、実現の手法や道筋を、行政と市民

と当事者たちと関わり続けるというのが、この政策をより立証するものだと思っている。これは意

見として、よろしくお願いしたい。絵に書いた餅にならないようにしていただきたい。

ご意見

　ご意見等を踏まえ、計画書の文字ポイントなど、市民に対しより分か

りやすい表記といたします。

　また、「１１　こどもの健やかな成育のための支援」や「１３　心身

の健康づくりの推進」に関するご意見については、貴重なご意見とし

て、今後の業務の参考とさせていただきます。

55 原町青年会議所 2 21 政策の柱２
３　こども・

子育て
　「子育てのベビーファースト宣言」を南相馬全体に広げて活用していただければと思う。

ご意見

【反映】

　基本施策３「こども・子育て」の現状と課題（基本施策ごと）のとこ

ろに、「子育ての日本青年会議所が提唱するベビーファースト運動に本

市も令和４年度から参画し、地域全体で子育てを応援しています。宣

言」という文言を追記させていただきます。

56 総合計画審議会 5 22 政策の柱２
３　こども・

子育て

　少子化に歯止めがかからない社会現象に、若い世代の結婚願望が希薄も要因。40代後半から50

代・60代前半「ロスジェネ」世代で、バブル崩壊で非正規雇用、雇い止めの若者急増した。そのロ

スジェネ世代「失われた世代」が少子化の発端になった。この背景を把握しての対策をして欲し

い。

ご意見

　政策の柱２「こども・子育て」のうち、基本施策３「こども・子育

て」の中で、施策８「結婚・妊娠・出産への支援」を掲げており、貴重

なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

57 小高商工会青年部 2 22 政策の柱２
３　こども・

子育て
　出会いや結婚に繋がる取組があった方良いのかなと思う。 ご意見

　政策の柱２「こども・子育て」のうち、基本施策３「こども・子ど

も」の中で、施策８「結婚・妊娠・出産への支援」を掲げ、ご意見等を

踏まえ、取り組んでまいります。

58 小高商工会青年部 2 22 政策の柱２
３　こども・

子育て

　マッチングの機会や場をお膳立てするだけでなく、独身の男女がイベントを運営するのはどうだ

ろうか。祭りの実行委員など機会もいろいろあると思う。
ご意見

　政策の柱２「こども・子育て」のうち、基本施策３「こども・子ど

も」の中で、施策８「結婚・妊娠・出産への支援」の中で、取組方針

「◎男女の出会いや交流の場づくりを掲げており、ご意見等を踏まえ、

取り組んでまいります。

13/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

59 総合計画審議会 5 23 政策の柱２
３　こども・

子育て
　待機児童ゼロとなっていますが、中間期（年度途中）では待機する児童がいます。KPI？ ご質問

　政策の柱２「こども・子育て」のうち、基本施策３「こども・子育

て」の現状と課題にありますように、年度途中の受入れが難しい状況も

あり、待機いただく児童がいらっしゃいます。

　ＫＰＩ（重要業績評価指標）については、国の基準により、４月１日

時点となるものです。

60 総合計画審議会 5 23 政策の柱2
３　こども・

子育て

　施策9のKPIの待機児童数は目に止まりやすいところだと思いますが、現状値0で目標値0だと指標

としてはどうなのかと思います。希望する保育園に入れた上での0なのですかね？施策10の児童ク

ラブ待機児童数も同様。量の充足ができているなら、質に目を向けるべきでは。

ご意見

　政策の柱２「こども・子育て」のうち、基本施策３「こども・子育

て」の現状と課題にありますように、年度途中の受入れが難しい状況も

あり、待機いただく児童がいらっしゃいます。

　また、同じく「放課後児童クラブ待機児童数」に関しても上記経過も

あり、同様に現状値「０」、目標値「０」となっています。

　いずれの重要業績評価指標（ＫＰＩ）については、国の基準により、

４月１日時点となるものです。

61 原町青年会議所 2 24 政策の柱２
３　こども・

子育て

　子育てについては、全般的に働くともらえなくなったり、該当しなくなったりが非常に多いとい

うのが正直な意見だ。働きながらでもそういった支援を受けられると、女性にとっても非常にいい

のではないか。

　保育園は認定によって時間が変わったりするが、何時を超えると何百円かかるとかはよくある。

すると仕事を制限しなくてはいけなかったりすることもある。働く側の意見も少なからず入れても

らえれば、働き手も増えるし、女性もありがたい。

ご意見

　政策の柱２「こども・子育て」のうち、基本施策３「こども・子育

て」の中で、施策１０「子育て環境の充実」として、取組方針「◎子育

てと仕事を両立できる環境づくりを支援します。」を掲げており、貴重

なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

62 総合計画審議会 5 25 政策の柱２
３　こども・

子育て

　取組方針。ヤングケアラ―。貧困の対応は組織化して対応して頂きたい。発達障がいの早期発見

と支援は関係機関の連携が必須。
ご意見

　政策の柱２「こども・子育て」のうち、基本施策３「こども・子育

て」の中で、施策１１「こどもの健やかな成育のための支援」を掲げて

おり、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

63 原町青年会議所 2 25 政策の柱２
３　こども・

子育て

　ヤングケアラ―や、貧困、外国籍の方とのお子さんで日本語でうまくコミュニケーションが取れ

ない、親御さんの片方がコミュニケーションが取れないということがある。いろいろなサポート体

制があるかと思うが、それが結果的に当事者に届いていないのではと疑問を感じているので、うま

く繋げることができるような体制や仕組みを構築いただけたらありがたい。

ご意見

　政策の柱２「こども・子育て」のうち、基本施策３「こども・子育

て」の中で、施策１１「こどもの健やかな成育のための支援」として、

取組方針「◎ひとり親や貧困、ヤングケアラー等の支援が必要な家庭へ

の取組の充実を図ります。」を掲げており、貴重なご意見として、今後

の業務の参考とさせていただきます。

64 総合計画審議会 5 25 政策の柱2
３　こども・

子育て
　施策11、取組方針とKPIがあまり合致していないと思います。 ご意見 　貴重なご意見として、今後、検討してまいります。

65 鹿島区地域協議会 3 － 政策の柱３

４　健康・ス

ポーツ

６　福祉

　健康福祉について、人生100年の時代と言われるようになったが、実際、長生きするということ

は良い面もあるが、長生きするっということは、現実には色々な面での負担が非常に出てくる。そ

ういう中、予防医学というのをいかにこの地域で実践していくかが大事という話を伺ったため、行

政の方で色々と検討していただければ。スキット千倉もあるが。

ご意見

　ご意見等を踏まえ、政策の柱３「健康・医療・福祉」のうち、基本施

策４「健康・スポーツ」の中で、施策１２「疾病予防の推進」や施策１

５「あらゆる世代でのスポーツの推進」に加え、さらに基本施策６「福

祉」の中で、施策１９「介護予防と高齢者福祉の向上」等の中で、検討

してまいります。

14/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

66 総合計画審議会 5 29 政策の柱3
４　健康・ス

ポーツ

　審議会でもあったと思いますが、心の健康に関する取組がいきなり自殺予防というのも飛躍して

いる感があります。むしろ地域、家庭、職場・学校の日常的な取組が必要では。
ご意見

　政策の柱３「健康・医療・福」のうち、施策１３「心身の健康づくり

の推進」の中で、取組方針として、「事業所、関係機関と連携した健康

づくりの普及啓発を図ります。」を掲げ、貴重なご意見として、今後の

業務の参考とさせていただきます。

67 パブリックコメント 2 29 政策の柱３
４　健康・ス

ポーツ

　心身の健康づくりの推進　「KPI　メタボ該当者・予備軍の割合」

・メタボ割合の数値をどこで収集するのか、収集した数値が果たして全体を通して正確な数値とな

るのか疑問。正確な数値でないなら、数値が一人歩きしてしまう。

ご意見

　市において、生活習慣病の指導等を行うのは国民健康保険の被保険者

に対してであり、その実績値は国保特定健診の法定報告に掲げられてお

ります。このことから、市において、国保特定健診の法定報告の実績値

を本計画の現状値として定め、それを基に目標値として掲げているもの

です。

68 総合計画審議会 5 29 政策の柱３
４　健康・ス

ポーツ

　施策⑬取組方針に追加検討。◎心の病を持つ家族は長期スパンで疲弊している。相談窓口がある

が、形式的な対応である。国も家族への支える手段を実現するとのこと。うつは誰でもなりうる

が、状況によっての相談窓口で命は救われる。

ご意見

　政策の柱３「健康・医療・福祉」のうち、基本施策４「健康・スポー

ツ」の中で、施策１３「心身の健康づくりの推進」を掲げており、貴重

なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

69 原町青年会議所 2
31

27ほか
政策の柱３

４　健康・ス

ポーツ

　私はスポーツトレーナーとしてスポーツや運動に関わっているが、子どもたちの体力が目に見え

て落ちている。体と頭の学習能力が連携していることは、研究結果で出ている。頭と体は連動して

いるので、そこを織り交ぜた両方の部分が必要なのではないか。

　今回はスポーツが健康・医療・福祉の分野に入るということだが、前回の意見交換会等では病院

関係や医師会の意見はすい上げていたが、スポーツ関係からの意見は拾っているようではなかった

ので、スポーツ分野の意見を知っていただいた方が、もっと良くなるのではないか。

　子どもや健康医療については、いろいろな立場の方いろいろな角度で携わっている。病院だけな

どではなく、スポーツ関係、生涯学習課など1つのテーマに対して多角的なところから意見を抽出で

きるよう音頭を取っていただけると、もっと参加しやすかったり、いろいろなアイデアが出るので

はと思う。

ご意見

　政策の柱１「教育・学び」のうち、基本施策１「学校教育」の中で、

施策１「豊かな心と体の育成」を掲げており、貴重なご意見として、今

後の業務の参考とさせていただきます。

　また、スポーツ分野での意見については、総合計画審議会の委員とし

て、南相馬市スポーツ協会から委員を推薦いただいております。

　なお、次期後期基本計画の策定に際しては、ご意見を踏まえ、各種団

体との意見交換会の際、相談・調整をさせていただきます。

70 原町青年会議所 2
31

50
政策の柱３

４　健康・ス

ポーツ

　南相馬は、1年を通して常に外でスポーツできる環境にある。

　例えば、2024年のインターハイでは、サッカーのJビレッジのような、全体的にどんどんスポー

ツで注目されるような地域になっていく中で、通年観光とは少し違うかもしれないが、合宿地的な

強化、スポーツの推進として施設の整備・改修や、備品の配備・更新のような部分に関わってきた

りするのではないか。誘致、集客的なところを非常に見込めるのではないかと思う。

　スポーツの推進と通年観光が掛け合わせられるのではないかと思い、意見として言わせていただ

いた。

ご意見

【反映】

　政策の柱３「健康・医療・福祉」のうち、基本施策４「健康・スポー

ツ」の中で、施策１５「あらゆる世代でのスポーツの推進」の主な取組

例に加えた「各種スポーツ大会・イベントの開催」を、に加え、政策の

柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策９「観光交

流」の中で、施策３０「交流人口の拡大」の主な取組例としても「各種

スポーツ大会・イベントの開催【再掲】」を改めて掲げます。を掲げて

おり、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

15/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

71 パブリックコメント 2 31 政策の柱３
４　健康・ス

ポーツ

　主な取組　3区に整備した市のトレーニング施設等を活用し、運動を習慣化するサポートの実施。

　運動を習慣化するために、市のトレーニング施設等を活用、に違和感を感じます。

　あらゆる世代（ライフステージ）に応じたスポーツの推進など、生涯スポーツに関わる取り組み

を掲げた方が、施策を反映しているものと感じます。

ご意見

　政策の柱３「健康・医療・福祉」のうち、基本施策４「健康・スポー

ツ」の中で、施策１５「あやゆる世代でのスポーツ」の推進の主な取組

で「３区に整備した市のトレーニング施設等を活用しし、運動を習慣化

するサポートの実施」と掲げていますが、４つの取組方針を実現するた

めの主な取組であり、ご意見のありました「生涯スポーツ」に関わる取

組も対応していく考えです。

72 総合計画審議会 2 31
政策の柱３健

康・医療・福祉

４　健康・ス

ポーツ

　健康を維持する為のスポーツ（運動）と競技スポーツは別途に考える必要があるのではないです

か？現計画の表現では、競技と読める文案には見えません。
ご意見

　第三次総合計画では、健康の視点によるスポーツと競技スポーツも含

めたスポーツについて、政策の柱３「健康・医療・福祉」に位置付け、

基本施策４「健康・スポーツ」、施策１５「あらゆる世代でのスポーツ

の推進」を掲げ、一体的に取り組んでまいります。

　また、競技スポーツについては、ご意見等を踏まえ、施策１５「あら

ゆる世代でのスポーツの推進」のうち、取組方針として、「◎各種ス

ポーツ団体の強化と指導者の育成」、主な取組として、「●強化合宿や

トップアスリートとの交流」などを掲げ、取り組んでまいります。

73 パブリックコメント 2 33 政策の柱３ ５　地域医療

　地域医療提供体制の維持・強化

（1）看護職員数を目標値に掲げている。これはこれでよいと思うが、市立病院では医師不足と聞

く。医師数も目標に掲げないのか。

（2）救急医療と夜間診療を区別した対応を目標として掲げられないか。結果として4年間もしくは

8年間で設置が出来ないかもしれない。でも基本姿勢「いどむ」を掲げるならば検討願いたい。

ご意見

（１）本市の地域医療提供体制において、震災と原発事故の影響による医療ス

タッフの不足のため、医師・看護師等の確保に努めてきましたが、入院が困難

な場合もあり、病床確保の観点から、看護職員数を目標値にしてきたところで

す。

　また、医師数が不足している認識はありますが、医師については、地域医療

全体において、医療機関と連携を深め、調整した上で、役割分担に努め、必要

であれば医師数を目標に掲げることを今後、検討すべきことと考えます。

（２）救急医療については、日中・夜間の区別なく対応を求められるものであ

ることから、救急医療に特化した目標として、基本施策５「地域医療」におけ

る施策１６「地域医療提供体制の維持・強化」の中で、「搬送先医療機関が３

回までの連絡で決定する割合」を掲げています。

　夜間診療については、地域内の医療資源について医療機関と連携を深め、調

整した中で、役割分担を明確にした上で、目標に掲げることを、今後、検討す

べきことと考えます。

16/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

74 パブリックコメント 2 33 政策の柱３ ５　地域医療

　16地域医療提供体制の維持・強化の主な取組の中の「小高区における入院機能の再開を目指しま

す」について。

　主な取組の中でもきわだって違和感のある文章であるため削除すべきである。その理由として市

立病院に於いて、コロナ禍のもと、病院本体の大規模改修工事に着手できず、回復期リハビリ・緩

和ケア病棟を含む300床稼働を見送らざるを得ない状況にあり、かつ周産期医療に関し医師不足の

なか、低出生体重児等の治療を行える周産期医療協力施設が機能を停止したままで、かつNICU（新

生児集中治療室）が数年に渡り稼働されず放置されている状況に陥っている。また他診療科に於い

ても医師不足状況が続いていると聞いている。この様に市立病院本体自体が充実していないなか

で、「小高区に於ける入院機能の再開を目指します」と明記されているが、大きな費用がかかる上

に小高診療所で入院機能に向けたスタッフ（医師・看護師等）のメドも立っていないなかで、明記

する必要はないし、おかしい。それよりも病院本体の医師等の充実を図り、南相馬市全体の市民が

活用できる市立病院、かつ相双地区からも信頼され利用される病院を目指すべきであると思う。以

前に小高区民より「入院機能は、市立病院の医師に余裕ができ、かつ市の運営ができる余裕ができ

た時に入院機能の再開を考える」との提案があったはず。個人の思いは思いとしても、これらの状

況を考え、この主な取組の中の流れの中でも、違和感のある、この「小高区における入院機能の再

開を目指します」という文を削除して市立病院本体へ集中した対応を考えるべきである。

ご意見

　復興庁が行っている「南相馬市住民意向調査」によりますと、南相馬

市への帰還を判断するために必要なことで、半数以上の方が「医療機関

の状況」を挙げており、入院機能の再開など小高区における医療環境の

充実が帰還判断に大きく寄与するものと考えられることから、南相馬市

第三次総合計画前期基本計画において入院機能再開を目標に掲げて取り

組んでまいります。

75 小高区市民説明会 2 33 政策の柱３ ５　地域医療
　小高区においては、救急車を呼んでも搬送先が見つからず待機している状況も見受けられるが、

どうか。
ご意見

　政策の柱３「健康・医療・福祉」のうち、基本施策５「地域医療」の

中で、施策１６「地域医療提供体制の維持・強化」の主な取組として、

「●救急医療体制の充実と効果的な活用の推進」を掲げており、ご意見

等も踏まえ、対応してまいります。

76 原町区市民説明 2 33 政策の柱３ ５　地域医療

　医療関係、小高区における入院の再開を目指すということだが、話をいろいろ聞くと、協議会の

方で金ができて医者の確保ができたなら入院機能を目指すという条件付きの案も出ているようだ。

今のところは診療所だけでやっている状況だと思う。医者の確保などに対して、予算の確保が十分

できたためにこういうことを挙げているのか、将来に向けて何かを書いておかないと問題があるか

らただ書いただけなのか教えていただきたい。

　もしこれを載せるのであれば、総合病院関係の医師の充実などとして、その中に一部小高も含ま

れるみたいなニュアンスで持っていく方がいい気がする。本体自体がまだ充実してない中で、小高

の方だけ強調するというのはちょっとおかしい。その辺できれば検討してください。

ご意見

　市立病院としての有床診療所の整備に当たっては、次の３つの課題が

あり、中でも医師の確保が大きな課題となっています。

　このため、市立総合病院としても現在、医師確保の取組を進めており

ますので、市立病院をあげて、小高区内の入院機能再開に向け、引き続

き、取り組んでまります。

①医師や看護師等の人材確保策を明確にし、周辺医療機関に影響を及ぼ

さないこと。

②南相馬市の財政負担を明確にし、負担金額の縮小を図る計画とするこ

と。

③中長期的には、地域の実情を踏まえ、介護サービス等の他の機能を担

う施設をしての活用も想定した計画とすること。

77 総合計画審議会 5 33 政策の柱３ ５　地域医療 　市立病院の改革は、早急にすべきと思う。市民の評価が大変悪い。 ご意見

　総合病院では、令和４年度に病院理念の見直しを行っております。

　令和５年４月からは新たな理念のもと、診療にあたってまいります

が、市民の皆さんから信頼される病院となるよう、理念の浸透を図ると

ともに、職員の意識改革を行ってまいります。

　また、令和５年度には（仮称）南相馬市立病院経営強化プランの策定

に取り組む考えです。

17/35 2023/2/24【企画課】
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対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

78 小高区市民説明会 2

33

80

81

政策の柱３

政策の柱６

５　地域医療

１６　行財政

　財政の健全化を図ることが大前提にあるならば、地方債を減らして自主財源でできる分、もしく

はそれより少し多めの懐具合で、ある程度の基本計画を立てる。理想論かもしれないが、身の丈に

合った計画を立てないと絵に描いた餅だ。100年どころか60年ぐらいで地域がなくなってしまう。

当然自主財源は減っていくわけだから、個人負担を多くしていくしかないが、頭数がいない。そう

いう危機意識を持って計画を立てているのか。

　この基本計画は恐らく、ある程度の要望を入れてコンサルタントに丸投げして作っているのだと

思う。小高区だけ特別扱いしろというわけではない。１市２町が合併して南相馬市として動いてい

るわけで、限りある行政職員とこれから期待している住民との接点を、震災の時はものすごく接点

が近くてやることがいっぱいあったが、今回はやることがはっきりしてこない。夢物語で終わった

ら、何もならない。市有財産の活用ということもあるのだろうが、せっかく耐震化を図った南相馬

の本庁舎を70億円超の予算をかけて今立て替えする必要があるのかどうか。そういう大きなプロ

ジェクトは見直していただきたい。

　それから、気になっているのは、いろいろな諸事情はあると思うが、救急車が１時間ぐらい現場

にとどまったままであること。小高に住んでいる方は皆さん元気な方で、本当に元気じゃないと住

めない。それでも大分我慢していると思う。

　小高も鹿島も原町も南相馬市だということで、その辺の均衡を測っていただいて、緊張感を持っ

て身の丈に合った予算の裏付けを持たないと、せっかくの計画が何にもできなくなる。この素案に

関して、ある程度予算の裏付けはあるのか。

ご意見

　政策の柱６「地域活動・行財政」のうち、基本施策１６「行財政」の

中で、施策５１「健全な財政運営」を掲げており、ご意見等も踏まえ、

取り組んでまいります。

　また、同じく施策５０「公有財産保有量の最適化と活用」のうち、主

な取組として、「●新庁舎建設の推進」を掲げており、ご意見等も踏ま

え、本事業の必要性を市民の皆様に対し、引き続き、丁寧に説明し、ご

理解をいただけるよう対応してまいります。

　さらに、救急車の待ち時間の問題については、政策の柱３「健康・医

療・福祉」のうち、基本施策５「地域医療」の中で、施策１６「地域医

療提供体制の維持・強化」の主な取組として、「●救急医療体制の充実

と効果的な活用の推進ｌを掲げており、ご意見等も踏まえ、対応してま

いります。

79 原町区市民説明会 2
36

66

政策の柱３

政策の柱５

６　福祉

１３　地域防

災

　民生委員のなり手がなくて困っている。やってもらうのに声を掛けても断られる。これが今後も

続くのではと非常に悩ましい。表面的な取組だけでなく、もっと現状に合致した考え方を反映でき

ないか。

　それから、地域の中の要支援・要介護の災害弱者の方。令和２年の台風19号のような災害が発生

した場合に、地域の相互扶助でこれをやってほしいと名簿を渡されているが、災害弱者の方が各行

政で20数名から30名おられて、今の現状では我々の役員体制も含めてそうしたバックアップが地域

の中でできない。そのことを何回も申し上げているのだが、言葉が悪いが、地域に丸投げになって

いる。本来は市がやるべきことを、我々は給料をもらっているわけでもなく、そういう支援をする

パート的なものもないのに、やれと言われても非常に困る。

　その辺についても、実態に合わせた災害弱者の支援のあり方について見直しして、反映してやら

ないと実態に合わないことを目標としてやっても解決にはなっていない。地域の中の今後も重要な

問題なので、高齢者とか要支援者を含めた体制をどういう方向で持っていくのか、もう少し具体的

に現状に合わせた対策、取組にきちんと反映させてほしいと思う。

ご意見

　政策の柱３「健康・医療・福祉」のうち、基本施策６「福祉」の中

で、施策１８「地域福祉の向上」の中で、主な取組として、「●民生委

員・児童委員の負担軽減となり手の確保」を掲げており、貴重なご意見

として、今後の業務の参考とさせていただきます。

　また、政策の柱５「都市基盤・環境・防災」のうち、基本施策１３

「地域防災」の中で、施策４０「防災体制の強化」の取組方針として、

「◎市民一人ひとりの防災意識を醸成し、自主防災組織の活性化をはじ

め地域全体の防災力を高めます。」を掲げており、実態に合わせた災害

弱者への支援の在り方について、貴重なご意見として、今後の業務の参

考とさせていただきます。

80 総合計画審議会 5 36 政策の柱3 ６　福祉
　施策18　KPI「生活困窮者新規相談件数」の現状値が117、目標値が240だが、多い方が良いの

か、少ない方が良いのか。誤解を招く数字になっている気がする。

ご意見

【反映】

　ご意見を踏まえ、「生活困窮者就労支援件数」に見直しさせていただ

きます。

18/35 2023/2/24【企画課】
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回答内容
基本施策

81 原町青年会議所 2 36 政策の柱３ ６　福祉

　地域福祉のところに、「孤独死等の防止と早期発見の体制整備」という記載がある。小高区では

高齢化率が非常に上がっている。見守るとしても間違いなく不足しており、企業関係であったり、

繋がりというか、情報の連携というところがあれば非常に解消されるのではないか。

　夜間徘徊なども踏まえると、夜企業関係で努力してくれるところは大いに協力していただいて、

連携や提携するのも1つの手かと思う。情報のやり取りはハードル高い。

ご意見

　政策の柱３「健康・医療・福祉」のうち、基本施策６「福祉」の中

で、施策１９「介護予防と高齢者福祉の向上」として、取組方針「◎高

齢者の孤立予防のための地域の見守り体制を維持するとともに、地域で

の支えあい体制の構築に努めます。」を掲げており、貴重なご意見とし

て、今後の業務の参考とさせていただきます。

82 原町区地域協議会 ３-４ 37 政策の柱３ ６　福祉

　施策19介護予防と高齢者福祉の向上とあるが、認知症で支援がないと生活できない方も増えてい

ると思われる。そういう時に市民の後見というものが必要だと思う。「市民の後見」という言葉を

この中に入れていただきたい。

ご意見

　高齢者の成年後見については、必要とされる方に対して、現在、適切

かつ迅速に対応しており、また、市民後見人の育成は、南相馬市社会福

祉協議会にて行っております。今後、認知症など後見を必要とする方へ

の対応を、より一層適切に取組を進めるための、貴重なご意見とさせて

いただきます。

83 原町区市民説明会 2 37 政策の柱３

４　健康・ス

ポーツ

６　福祉

　介護予防と高齢者、福祉の向上の部分でお尋ねしたい。言っていることは十分わかる。ただ、そ

れを一体誰がやるのか。今月の広報みなみそうまの10ページに2月1日はフレイルの日ということ

で、長寿福祉課の記事が載っているが、こんなことは言われなくてもみんなもう知っている。問題

なのは、体を動かすことに積極的に参加している人は、この表で分かる通り少ない。健康寿命を伸

ばすために、運動していない人にどうやって運動に参加してもらうのか。強制的にやらせる枠がで

きないのでといった返答はあるが、それは違う。やり方が悪い。例えば、今の南相馬チャンネルで

は自宅でできる運動が放送されているが、1人でやる運動というのは面白くないから続かない。で

は、みんなで集まって運動しましょうと言ったところで、知らないところに自分1人で入っていっ

て、参加させてくださいっていうのはすごく塀が高い。運動したいと思っても運動できない。そう

いった環境が身近にない時に、一体誰がそういうことをやってくれるのか。運動してもらって健康

寿命を伸ばしてもらいたいならば、まずはどうやったら楽しい場を作れるかところから考えてくだ

さい。それがなくて、運動のための運動はつまらないんです。そんな話をこの12年間いろんな高齢

者から私は話を聞いています。そこの部分をもう少し考えてください。

ご意見

　政策の柱３「健康・医療・福祉」のうち、基本施策６「福祉」の中

で、施策１９「介護予防と高齢者福祉の向上」を掲げています。

　また、同じく基本施策４「健康・スポ―ツ」の中で、施策１５「あら

ゆる世代でのスポーツの推進」を掲げており、貴重なご意見として、今

後の業務の参考とさせていただきます。

84 総合計画審議会 5 37 政策の柱3 ６　福祉
　施策19　KPI「65歳の介護認定者数」の目標値が令和８年4,626人となっているが、具体的に細

かい数字まで出す必要はないのではという気がする。

ご意見

【反映】

　ご意見を踏まえ、「65歳以上の要介護２から５の認定者の割合」に見

直しいたします。

85 総合計画審議会 5 38 政策の柱３ ６　福祉

　KPI.福祉施設入居者～地域生活移行者数１名。福祉施設入居者一般就労移行者数４人。取組方針

に示されていますが、障がい者への理解は進んでいません。

　障がい者を受け入れる事業者が少ないのではないでしょうか。あるいは障がい者が社会とつなが

ることに拒否があるのか。地域の中で、みんなに見守られたら、社会生活をする（希望）方々の支

援が形になること。

ご意見

　政策の柱３「健康・医療・福祉」のうち、基本施策６「福祉」の中

で、施策２０「障がい児・者福祉の向上」を掲げており、貴重なご意見

として、今後の業務の参考とさせていただきます。

19/35 2023/2/24【企画課】
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86
原町商工会議所商業

部会
2 39 政策の柱４ －

　商売は生物であり、日々状況やニーズが変わる。計画としては短期・中期・長期の目標をある程

度設定する必要はもちろんあるが、その実現にあたっては、ともにまちづくりを進める我々事業者

に、現状の制度とニーズがマッチするかを確認いただくなど、コミュニケーションや定期的に意見

交換する場を数多くつくることを検討いただきたい。

ご意見
　貴重なご意見として、次年度以降もこのような取組ができるように庁

内で協議・調整をさせていただきます。

87 総合計画審議会 5 40 政策の柱4
７　農林水産

業

　農業については審議会でも意見が出ていたと思いますが、既存の個別農家の支援も取組にあった

方がよいのでは。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策７

「農林水産業」の中で、施策２１「担い手の確保・育成と効率的な生産

基盤の整備」や施策２２「戦略的な生産と需要を創出する流通・販売の

促進」、施策２３「活力と魅力ある農山村業村の創出」を掲げており、

貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

88 総合計画審議会 5 40 政策の柱４
７　農林水産

業

　現状と課題。質問。収益性の高い園芸作物等→例えば、南相馬市で既に取り組んでいるものは？

特産品として市場に出ている作物等。
ご質問

　本市農業は、稲作への依存度が高いことから、米価下落などの影響を

受けやすく、経営が不安定になる傾向にあるため、収益性の高い野菜な

どの園芸作物の生産振興に取り組んでいます。

　特に、ブロッコリー、ねぎ、たまねぎ、きゅうりの４品目の生産に力

を入れながら、市内外のマーケットへ流通されています。

89 総合計画審議会 5 40 政策の柱４
７　農林水産

業

・7農林水産業の現状課題の文章に、農林水産業を支える担い手の確保・育成と、ほ場整備等をはじ

めとする生産基盤の強化が必要ですとあるが、意味がよく分からない。なぜ、ほ場整備を始めとす

る生産基盤の強化が必要なのか、上のために必要なのか、それとも農業経営が、今、法人化してい

たりするが、そうしたものに対する、ほ場整備の拡大なのか。

・ほ場整備だが、一旦整備してそのままになっているところがある。北高平地区は、今、ほ場整備

をやって拡大しているが、一体何のためなのかなというのがまず1つ疑問。海岸沿いのほ場整備され

たところは稲作や法人化されて農業経営もされているが、ほとんど全部ソーラーパネルが延々と続

いている。南は萱浜から鹿島の右田まである。震災後、ほ場整備されてすぐ設置されたので、当時

はなんとかしようと復興庁などでやったことだと思うが、そうした景観が続いていることによって

生産基盤の強化にどうつながるのか。

ご意見

　ほ場整備をはじめとする生産基盤の整備については、「７　農林水産

業」の現状と課題（基本施策ごと）に記載のとおり、震災と原発事故の

影響により、農業の担い手の減少や高齢化が進んでことで、農地をはじ

めとする生産基盤の利用や生産性が低下し、農山漁村の環境を維持する

ことが難しくなっている現状があります。

　このため、農業の持続的な発展を図るため、農業を支える担い手の確

保・育成や、ほ場整備、農業用施設・機械などの生産基盤の整備を進

め、農作業の省力化・効率化を図っています。

　また、太陽光パネルの問題については、第三次国土利用計画の中でも

問題と捉え、今後、太陽光発電施設の適切な管理による地域と共生を図

り、更なる再生可能エネルギーの活用や省エネルギーを推進していくこ

とが重要と捉えています。ご意見をいただいた地域での太陽光パネルに

ついては、農地として整備した場所に設置しているものではありませ

ん。

90 小高商工会青年部 2
41

42
政策の柱４

７　農林水産

業

　他団体の調書を見ると、地元に根差したものを農業高校のカリキュラムに入れて欲しいと書いて

あったので良いと思う。卒業後の進路はいろいろだと思うが、地元の戦力となるような取組をして

いただければと思う。農業については、収益を望めるものだけでなく、土地に合ったものを栽培す

ることも大事である。儲けも大事だが幅広く取組に反映してもらえればと思う。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策７

「農林水産業」の中で、施策２１「担い手の確保・育成と効率的な生産

基盤の整備」や施策２２「戦略的な生産と需要を創出する流通・販売の

促進」を掲げています。また、農業高校に対しては、市内農業法人との

意見交換や市産米ＰＲに関わってもらうなどの取組を行っているところ

です。
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91 小高商工会青年部 2 42 政策の柱４
７　農林水産

業

　有害鳥獣の被害が多いとあったので調べてみたが、企業体として有害鳥獣駆除をしている会社が

ないようで、個人が片手間でしているレベルなのかと察する。ロボットを活用できれば面白いと思

う。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策７

「農林水産業」の中で、施策２２「戦略的な生産と需要を創出する流

通・販売の促進」の取組方針として、「◎スマート農林水産業の技術等

の導入を進めます。」を掲げており、今後はロボット等を活用した対策

も視野に入れています。

92 総合計画審議会 5 43 政策の柱４ ８　商工業
　現状と課題。文章最後から２行目～必要です。魔法の杖を使わないと、「楽しいから集まろう街

並み」は困難です。誰でもいつでも参画できるいろいろなことが行える場所をまずは実現。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策２７

「新たなチャレンジを支える街なかの活性化」を掲げており、貴重なご

意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

93
鹿島商工会議所青年

部
2 43 政策の柱４ ８　商工業 　自治体の方と話す機会が少ないため、こうした機会を設けてもらえるとありがたい。 ご意見

　貴重なご意見として、次年度以降もこのような取組ができるように庁

内で協議・調整をさせていただきます。

94 小高商工会青年部 2 43 政策の柱４ ８　商工業
　各種補助金があるが、例示されいるものが地域パトロール助成など、今どきのものでなかったり

と、利用するイメージがわかないものが多い。使いやすい補助金なのにもったいないと思う。
ご意見 　貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

95 小高商工会青年部 2 43 政策の柱４ ８　商工業 　小高商工会としては、人材も不足している。市職員とも協力して進めていきたい。 ご意見 　ご意見を踏まえ、庁内で協議・調整をさせていただきます。

96
原町商工会議所商業

部会
2 44 政策の柱４ ８　商工業

　「ロボット」の認知や関わりを広げていく上では、そのロボット作業に関わるところに何かしら

パネル等の共通のもの置くなどし、そこに行けばロボットが見れるなどの周知ができるとよいと考

えている。同じロボットでないにしても、何かしらその関連する工場あるいは商店で、「我々はロ

ボット産業に寄与してますよ」、ということが分かるような目印をお考いただきたい。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２４「ロボット・ドローンを始めイノベ重点分

野等の新産業創出・育成」を掲げており、貴重なご意見として、今後の

業務の参考とさせていただきます。

97
原町商工会議所商業

部会
2 44 政策の柱４ ８　商工業

　企業進出にプラスアルファするものとして。福島県立医科大学のサテライト的なものが市内に設

けられている。ぜひとも、医大とコラボをしながら、学べる環境や学術的なものを市に持ち込める

ような計画を考えていただきたい。学校や学べる場所が出来ることは、人口増に寄与すると考え

る。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２４「ロボット・ドローンを始めイノベ重点分

野等の新産業創出・育成」の中で、主な取組として、「●医大ＴＲセン

ターなど市内研究機関や市内事業者と協力したイノベ分野等の産業振

興」を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせてい

ただきます。

98
原町商工会議所青年

部
2 44 政策の柱４ ８　商工業

　事業者のロボット導入促進事業補助金について、県内の事業者が製造したものに限定されていた

かと思う。業種によっては、やはり大手企業のロボットでなければ活用できないことも多いため、

要件を検討いただきたい。加えて、デジタル化に対しての補助金も検討いただきたい。

ご意見

　ご意見を踏まえ、補助要件の緩和やデジタル化に関する補助制度の創

設など、今後、事業者等の皆さんのご意見等をいただきながら、検討し

ていまいります。
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99 総合計画審議会 5 44 政策の柱４ ８　商工業 　取組方針３つ目の◎産業支援センター、（株）ゆめサポート南相馬の仕組みを説明下さい。 ご質問

　旧原町市（現南相馬市）が直営していた原町産業支援センターが特定

企業の販路開拓や取引斡旋などの企業支援を行うことは、行政としての

公平性の観点から課題があったため、平成18年1月に新たな産業支援セン

ター機能の充実を図り、設立しました。

　既存企業の振興、創造的な新産業の創出による市内産業の活性化、雇

用対策などを目的に、南相馬市、原町商工会議所、小高商工会、金融機

関を株主とした第三セクターによる運営を開始しました。

　震災以降は、ふくしまロボットテストフィールドを核とした南相馬市

産業復興計画に基づいて、個々の事業所の経営全般に関する相談・指

導、販路開拓、取引先斡旋の支援、各種セミナーの開催、地域企業の

ニーズと大学等のシーズのコーディネートなど、多様なニーズへの即応

性と組織としての機動性、柔軟性、事業に対する専門性などノウハウを

取り入れながら、国、県や民間機関及び企業と連携して新たな産業振興

の支援を行っています。

100
鹿島商工会議所青年

部
2 44 政策の柱４ ８　商工業

　ロボットのまちという感じが足りない。まちにもっと身近なロボットがあると良いのではない

か。触れ合える場所なども良いかと思う。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２４「ロボット・ドローンを始めイノベ重点分

野等の新産業創出・育成」を掲げており、貴重なご意見として、今後の

業務の参考とさせていただきます。

101
鹿島商工会議所青年

部
2 44 政策の柱４ ８　商工業

　仕事で使用するロボットを購入したが、その時は補助金の存在を知らなかった。市からしっかり

アナウンスしてほしい。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２４「ロボット・ドローンを始めイノベ重点分

野等の新産業創出・育成」を掲げておりますので、ご意見等を踏まえ、

しっかりと対応させていただきます。

102
鹿島商工会議所青年

部
2 44 政策の柱４ ８　商工業

　施策㉔ロボット・ドローンを始めイノベ重点分野等の新産業創出・育成と施策のKPIにある実証件

数というのはどういうことか。
ご質問

　ＫＰＩ（重要業績評価指標）「2020年度以降イノベ分野等の市内実証

件数」については、福島ロボットテストフィールドにおいて実証実験件

数を行った件数です。

103
鹿島商工会議所青年

部
2

44

45
政策の柱４ ８　商工業

　施策㉔ロボット・ドローンを始めイノベ重点分野等の新産業創出・育成と施策㉕市内事業者の振

興のKPIの棲み分けの考えはあるか。
ご質問

　施策㉔ロボット・ドローンを始めイノベ重点分野等の新産業創出・育

成は、イノベ分野（廃炉、ロボット・ドローン、エネルギー・環境・リ

サイクル、農林水産業、医療関連、航空宇宙）を想定しています。

　また、㉕市内事業者の振興は、市内事業者における研究開発、展示会

への出展、生産性向上のための施設整備を想定し、それぞれ対象者と図

る成果の指標を棲み分けしてます。

104 パブリックコメント 2 45 政策の柱４ ８　商工業

　市内事業者の振興

・主な取組における「販路拡大支援」はKPIの展示会出展件数がリンクするが、「技術開発支援」

は、何をどうして支援していくのか理解できない。資金援助等がないと困難ではないか。

ご意見

　事業者の技術開発支援については、製造業やイノベ分野の事業者の技

術力の高度化を図るため、基盤技術産業高度化支援事業補助金を通じ

て、事業者の試作品開発等の費用を支援します。
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回答内容
基本施策

105
原町商工会議所青年

部
2 45 政策の柱４ ８　商工業

　中小企業に対しての広告・宣伝に対しての補助や、無料掲載する手法など、初期費用を掛けずに

集客に繋げるための支援を検討いただきたい。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２５「市内事業者の振興」を掲げており、貴重

なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

106
鹿島商工会議所青年

部
2 45 政策の柱４ ８　商工業 　事業継続については、予算をしっかり組んで取り組むべきだと思う。 ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２５「市内事業者の振興」、取組方針として、

「◎市内事業者の人材確保や事業継承を支援します。」を掲げ、対応し

てまいります。

107
鹿島商工会議所青年

部
2 45 政策の柱４ ８　商工業 　事業者同士のマッチングなど事業継承の仕組みをつくるといいと思う。 ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２５「市内事業者の振興」、取組方針として、

「◎市内事業者の人材確保や事業継承を支援します。」を掲げ、対応し

てまいります。

108
鹿島商工会議所青年

部
2 45 政策の柱４ ８　商工業 　新規事業を立ち上げるよりも、既存事業を存続させたほうがよいと思う。 ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２５「市内事業者の振興」、取組方針として、

「◎市内事業者の人材確保や事業継承を支援します。」を掲げ、対応し

てまいります。

109 小高商工会青年部 2 45 政策の柱４ ８　商工業

　たとえば双葉食堂は閉店してしまったが、小高区で一番人気の飲食店であった。市外からも多く

の方が訪れていた。吸引力がある飲食店がなくなったのは非常に残念である。残っていればそれを

軸にした活動も考えられたかもしれない。お店の意向もあるだろうが、地域として残したいお店の

事業承継はしっかりと考え、アプローチしていかなければならないと思う。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２５「市内事業者の振興」、取組方針として、

「◎市内事業者の人材確保や事業継承を支援します。」を掲げ、対応し

てまいります。

110
原町商工会議所青年

部
2 45 政策の柱４ ８　商工業

　企業が大規模な投資する際は、２～３年の中期計画を立てながら慎重に投資をしている。店舗改

修等の補助金等支援はあっても、公募については予見できないので、企業がタイミングよく活用で

きるよう、補助制度、助成制度を創設する予定であるなど、情報を開示等して欲しい。

ご意見

　補助制度等につきましては、適切なタイミングで、経済団体との懇談

会の機会やHP等を通じて周知をしているところです。事業者の皆様にご

活用いただけるよう、引き続き周知活動に取り組んでまいります。

111
原町商工会議所青年

部
2 45 政策の柱４ ８　商工業

　災害関連補助金（一部損壊住宅等修理支援事業など）については、公募期間を長期に設定するこ

と、または市民のニーズ、受注業者の進捗状況等を勘案して柔軟対応することを望む。（申請でき

ない市民取り残されないようにして欲しい）。

ご意見

　被災した家屋の修繕状況については業者から聞き取りを行い、受注件

数の把握に努め、その進捗を勘案しながら災害関連補助金の申請期限に

ついて、可能な限り延長するよう国・県に求めております。

　また、補助制度内容についてはこれまで説明会や新聞折込チラシ、広

報紙等で周知を行ってきており、申請期間の延長など変更があった場合

には、広報紙、防災メール等でお知らせするとともに、電話や窓口での

個別相談にて対応を行っております。
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回答内容
基本施策

112 総合計画審議会 5 45，46 政策の柱4 ８　商工業
　施策24と25には関連があるのでしょうか。「イノベ重点分野」と市内事業者の間にミスマッチが

あり、その間を埋める取組があるのかと思いました。
ご意見

　施策２４「ロボット・ドローンを始めイノベ重点分野等の新産業創

出・育成」は、福島イノベーション・コースト構想を踏まえた、イノベ

重点６分野による新たな産業創出を想定しています。一方で、施策２５

「市内事業者の振興」については、上記施策２４も念頭に入れながら、

市内既存事業者の皆様の振興を図っていく考えであり、ご意見のありま

したミスマッチを埋める取組も想定しています。

113 総合計画審議会 5 46 政策の柱４ ８　商工業 　施策㉖多様な人材～。取組方針。非正規雇用で厳しい生活の50～60代の就労の促進を望みます。 ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策２６

「多様な人材の確保と就労支援の充実」の中で、取組方針として、「◎

子育て世代や高齢者等が、時間や場所、年齢等に応じて働くことができ

る職場環境の整備等支援します。」を掲げており、貴重なご意見とし

て、今後の業務の参考とさせていただきます。

114
鹿島商工会議所青年

部
2 46 政策の柱４ ８　商工業

　人口減少と高齢化社会を見据えて、老人の方を預けられる働く場所などがあれば良いのではない

か。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２６「多様な人材の確保と就労支援の充実」、

取組方針として、「◎子育て世代や高齢者等が、時間や場所、年齢等に

応じて働くことができる職場環境の整備等を支援します」を掲げてお

り、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

115 小高商工会青年部 2 46 政策の柱４ ８　商工業

　職場環境整備を支援しますとあるが、対象となる補助金制度が少ないことと、実施要項の内容が

入社３年目までの正社員、正規社員にしか該当しないと限定的である。就労の問題で雇用継続させ

てたいという中ではミスマッチであると思う。拡充や使いやすいようにしていただければ、もっと

働きやすい環境になるのではないか。資格取得だけではなく継続的な支援が必要である。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２６「多様な人材の確保と就労支援の充実」を

掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただき

ます。

116
原町商工会議所青年

部
2 46 政策の柱４ ８　商工業

　市内事業者は、人材不足により取引機会の喪失や規模拡大が進まないでいる。震災以降、高まる

賃金の上昇は中小企業雇用問題に拍車をかけているのが現状です。人材確保のため大企業並みの賃

金を支給する企業に対して、差額分の補助や地方税の減免等の支援を望む。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２６「多様な人材の確保と就労支援の充実」を

掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただき

ます。

117
原町商工会議所商業

部会
2 48 政策の柱４ ８　商工業

　空き店舗に関しては建て替えやリノベーションに対しての補助など、県の政策プラスアルファと

して、市からも支援の手を差し伸べるなど、少しでも街中に居住する人口が増るような政策を考え

ていただきたい。

　また、店舗としては使用せず、倉庫としているようなケースもある。オーナーの意向もあるだろ

うが、まちなかの活性化のためには、そうした物件へのアプローチも考えていただきたい。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２７「新たなチャレンジを支える街なかの活性

化」を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせてい

ただきます。

118
原町商工会議所商業

部会
2 48 政策の柱４ ８　商工業 　空き家・空き店舗に加え、空き地が増えているため、その対応も検討いただきたい。 ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で施策２７「新たなチャレンジを支える街なかの活性

化」を掲げ、取り組むとともに、基本施策１１「都市基盤」の中で、施

策３５「住環境の整備」を掲げ、取組方針として南相馬空き家空き地サ

ポートセンターとの協働により、空き家空き地の適正な管理と利活用を

促進してまいります。

24/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

119
原町商工会議所商業

部会
2 48 政策の柱４ ８　商工業

　大型店ができ、商店街が歯抜けとなっている現状がある。市で補助を想定している商店街の事業

や定義を教えていただきたい。
ご質問

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２７「新たなチャレンジを支える街なかの活性

化」を掲げており、現時点では、資料に掲げている事業が対象としてお

りますが、ご意見等を伺いながら、随時見直しを検討してまいります。

　また、市街地は商業・サービス業が集積した地域であり、市としも重

要なエリアとして捉える一方、山間部の古民家を改修したカフェなど、

新たな取組のも想定されるため、市全体を見て、適した支援事業等を引

き続き検討してまいります。

120
原町商工会議所青年

部
2 48 政策の柱４ ８　商工業

　まちの中心商店街・通りをどのようにしたいかというイメージは市にあるか。

　商店街の事業者は基本的に若い方がいらっしゃらない。個人のやる気次第でもあるが、たとえば

若い方が郊外でリノベーションした店舗で頑張るというのであれば、それを後押しすることのほう

が将来性があり、集客にもつながるかもしれない。

ご質問

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２７「新たなチャレンジを支える街なかの活性

化」を掲げ、取組方針として、「◎空き店舗等を活用した新たな創業者

を支援し、市民が訪れたくなる魅力ある店舗等を創出し、街なかの活性

化を図ります。」を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参

考とさせていただきます。

121
鹿島商工会議所青年

部
2 48 政策の柱４ ８　商工業

　鹿島区のまち中の店舗は住居も一体となっている特徴がある。将来的にはまち中の空き家整理を

して、土地をまとめる等の検討も必要ではないか。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２７「新たなチャレンジを支える街なかの活性

化」を掲げ、取組方針として、「◎空き店舗等を活用した新たな創業者

を支援し、市民が訪れたくなる魅力ある店舗等を創出し、街なかの活性

化を図ります。」を掲げております。また、施策３５「住環境の整備」

を掲げ、取組方針として南相馬空き家空き地サポートセンターとの協働

により、空き家空き地の適正な管理と利活用促進に取り組むことを掲げ

ており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきま

す。

122 小高商工会青年部 2 48 政策の柱４ ８　商工業

　新たなチャレンジの現状値が0ということで、我々もやっていかないといけないのかなと思った。

チャレンジしてみたいけどこういう形だったらこれに使えますとか教えてもらえると、こちらも動

きやすいのかなと思う。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２７「新たなチャレンジを支える街なかの活性

化」の成果指標を「新たなチャレンジに取り組んで店舗数」としていま

す。

　なお、当該指標の設定に当たっては、令和５年度新規事業に係る店舗

数を指標としているため、現状値が「０」となっています。

123 総合計画審議会 5 48 政策の柱4 ８　商工業 　施策27、KPIの「新たなチャレンジ」が何を指しているのか、よくわかりません。 ご意見

　新たなチャレンジについては、商業を生業とされている既存中小事業

者の皆様を対象とし、街なかを活性化させる新たな取組を想定していま

す。

　また、これらの取組に対し、市が支援していくことで、既存中小事業

者の皆様の維持・発展を目的とした新たな事業を実施する考えです。

25/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

124
原町商工会議所青年

部
2 50 政策の柱４ ９　観光交流

　観光資源としてのサーフィンは、市でもPRの動画を作成するなど推進されていると思う。利用者

としての希望としては、昔のようにキャンプ場が併設されるなどすれば利便性が増し、集客力が高

まると思う。全国大会等で市外から来訪いただく機会もあり、近くに食事する場所がない、お風呂

があるとよいなどの意見もある。キャンパーのニーズもあることから、大きな宿泊施設等でなく、

キャンプ場と入浴施設の再整備を検討いただきたい。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策９

「観光交流」の中で、施策２８「通年観光の推進」を掲げ、取組方針

「◎地域資源を活用した通年観光に取り組みます。」、主な取組「●海

資源（サーフィン等）を生かした観光コンテンツの充実」を掲げていま

す。

　また、政策の柱５「都市基盤・環境・防災」」のうち、基本施策１１

「都市基盤」の中で、施策３５「住環境の整備」として、主な取組「●

北泉海浜総合運動公園周辺等の整備」を掲げており、貴重なご意見とし

て、今後の業務の参考とさせていただきます。

125 総合計画審議会 5 50 政策の柱４ ９　観光交流

　通年観光の推進という項目が出ていて、大変良いことだなと思う。地域資源を活用した通年観光

となると、地域資源は例えば馬の文化であったり、化石であったり、縄文時代の遺構などはある

が、ある日、突然来た人が、これから何を見ようか、何を楽しみに来るのかということを考えた時

に、自分たちが良いと思っていてもアピールする力がない。おいでになる方の身になって考えない

と、通年観光はできない。

　30年前も、JRや旅行社など色々なところと相談をして情報交換をした。これから通年観光に本気

で取り組んでいくならば、おいでになる方、仲介する旅行関係の業者やJRであったりと、具体的な

協議をして何を売っていくのか、何を見せるのか、通年と言った以上は、ある日突然来られても大

丈夫なような観光資源化ができるのかどうか、研究していっていただきたいと思う。

ご意見 　貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

126
鹿島商工会議所青年

部
2 50 政策の柱４ ９　観光交流

　鹿島には遊べるようなところ、特色があまりないので、サイクリングロードを生かしたイベント

などがあっても良いかと思う。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策９

「観光交流」の中で、施策２８「通年観光の推進」、取組方針として、

「◎地域資源を活用した通年観光に取り組みます」を掲げており、貴重

なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

127
鹿島商工会議所青年

部
2 50 政策の柱４ ９　観光交流 　観光に関して、観光コンテンツやメニューが磨き切れていない。 ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策９

「観光交流」の中で、施策２８「通年観光の推進」、取組方針として、

「◎新たな観光資源の発掘や磨き上げを行い、観光誘客の拡大を図りま

す。」を掲げ、取り組んでまります。

128 原町青年会議所 2 51 政策の柱４ ９　観光交流

　いま、東京競馬場の競馬博物館で、小学４年生による野馬追の絵の展示をさせてもらっている。

この事業は10年ほど継続してきており、馬事振興を今後も今後継続していきたいが、いろいろと課

題を感じているところもある。馬事文化関連のところでお互いをうまく結びつけられる方法はない

かと思っている。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策９

「観光交流」の中で、施策２９「馬事文化振興及び馬事関連事業の推

進」として、取組方針「◎官民連携の下、馬事文化の維持・発展と魅力

向上に取り組みます。」を掲げておりますので、貴重なご意見として、

今後の業務の参考とさせていただきます。

26/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

129
鹿島商工会議所青年

部
2 52 政策の柱４ ８　商工業

　サービスエリアでの滞在時間が長くなるようであれば、鹿島が盛り上がるきっかにもなると考え

る。

ご意見

【反映】

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策９

「観光交流」の中で、施策３０「交流人口の拡大」、主な取組として、

「●南相馬鹿島ＳＡ等地域資源の利活用」を掲げ、対応してまいりま

す。

130
原町商工会議所商業

部会
2 53 政策の柱４

１０　移住定

住

　「2023年版 第11回 住みたい田舎ベストランキング（宝島社編集部）」子育て世代部門の東北エ

リア第2位（県内1位）に選ばれた。次は是非東北１位を目指して、頑張ってほしい。
ご意見 　貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

131 総合計画審議会 5 53 政策の柱4
10　移住定

住
　移住定住については、定義を示した方がよいと思います。

ご意見

【反映】

　ご意見等を踏まえ、各指標の①指標設定理由、②目標値の考え方を追

記し、具体的な定義（転勤・進学以外の理由で本市に５年以上居住する

意思を持って転入した人数）を追記させていただきました。

132
原町商工会議所青年

部
2 54 政策の柱４

８　商工業

１０　移住定

住

　移住・定住に関して、市内事業者としても人材不足で窮している。例えば、新卒者向けの就職支

援のスクールなどを市で用意することが、若い人の定着に繋がるかもしれないと感じた。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策１０

「移住定住」の中で、施策３１「移住促進・定住支援の充実」として、

取組方針「◎本市出身者等のＵターン促進等に取り組みます」を掲げ、

取り組んでまります。

　また、基本施策８「商工業」の中で、施策２６「多様な人材の確保と

就労支援の充実」、取組方針として「ＵＩターン就職などの促進と定着

のために、補助金等の支援の周知や市内事業者の情報発信を図り、地域

内外からの人材の誘導に取り組みます。」を掲げており、重なご意見と

して、今後の業務の参考とさせていただきます。

133 総合計画審議会 5 54 政策の柱４
１０　移住定

住
　移住促進。移住希望の窓口は？ ご質問

　令和３年４月から旧避難指示区域における更なる移住定住を促進する

ため、小高区役所内に「移住相談窓口」を設置しています。

　また、令和４年７月から旧避難指示区域も含め、市全体として、広く

移住を検討されている方向けの移住相談窓口や、移住者と地域の方との

交流の場づくり、高校生のキャリア相談の場づくりを創設するため、

『みなみそうま移住相談窓口「よりみち」（原町区旭町地内）』を開設

しています。

134 原町青年会議所 2 54 政策の柱４
１０　移住定

住

　移住定住に関して、Ｕターンに関する支援が少ない。人口を増やしていくところで言うと、Ｉ

ターンよりもＵターンが必要ではと思っている。今回はどのような形で考えているのか。
ご質問

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策１０

「移住定住」の中で、施策３１「移住促進・定住支援の充実」として、

取組方針「◎本市出身者等のＵターン促進等に取り組みます」を掲げ、

取り組んでまります。

27/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

135 原町青年会議所 2 54 政策の柱４
１０　移住定

住

　本音を言うと、移住支援はコスパが悪いと思っている。移住をしたいという人の限られたパイ

を、各自治体で補助金等で取り合い、結果としては２人３人移住した形になって、非常に費用対効

果が悪い。ぜひＵターンに関しても拡充いただきたい。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策１０

「移住定住」の中で、施策３１「移住促進・定住支援の充実」として、

取組方針「◎本市出身者等のＵターン促進等に取り組みます」を掲げ、

取り組んでまります。

136 原町青年会議所 2 54 政策の柱４
１０　移住定

住

　移住定住の関係では、地域おこしだったり新規で起業する方が割と多いと感じている。就職する

方などが関東から来ると、賃金格差や企業の負担が多くなる部分もあるかと思う。

　関東の方からの優秀な方に働いてもらいたくても、賃金格差などで採用するのが難しいことも関

係していたり。採用することによって企業が成長していくのであれば、そうした受け皿の方に支援

が少しあってもいいのではと思う。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策８

「商工業」の中で、施策２６「多様な人材の確保と就労支援の充実」に

加え、基本施策１０「移住定住」の中で、施策３１「移住促進・定住支

援の充実」を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさ

せていただきます。

137 原町区地域協議会 ３-４
52

54
政策の柱４

９　観光交流

１０　移住定

住

　目標の現実性の話として、整合性について確認する。基本施策１０の移住定住だが、目標が移住

定住の促進である。移住定住者が増えるのが本質だと思うが、目標設定対象者がイベント参加者と

すると、市に対し多少の興味を持ってもらうことができ、イベントの参加者が増えれば目標値の達

成は可能でしょう。しかし、達成できるからと目標の対象にしても、結果的に実績にならないと思

う。実際に移住した人が何人から何人に増えることを目標とし、何年間以上定住している人が何人

から何人になり、市民の人口の割合の何パーセントを移住者が占めるというように、最終的に数値

化されて市民に説明があると移住定住施策の効果があったのだとわかると思う。イベント参加者が

増えても、南相馬市民が移住、定住者が増えているとの実感はほとんどないと思われる。

　基本施策９「観光交流」も深く考えるとどうなのかと思う。交流人口の拡大も、事業実施回数が

目標になっている。これこそ交流人口であるため、何人位と交流したかの実績を目標値にしないと

だめではないのか。例えば事業回数が２０回として交流人口は決まった人の参加ばかりの３０人で

は、交流人口の拡大にはならないと考えると思います。目標対象を実施回数にしている重要な根拠

があるのであれば確認したい。

ご意見

【反映】

　移住定住の目標については、政策の柱４「産業・しごとづくり・移住

定住」の中で、移住者数（単年度）をＫＧＩ（重要目標達成指標）に掲

げ取り組んでまいります。

　観光交流に関するＫＧＩについては、ご意見等も踏まえ、「宿泊施設

客室会稼働率」を設定させていただきます。

　交流人口に関するＫＰＩについては、「実施回数」から修正し、事業

実施の結果として、本市に興味を持たれる方の数を測るため「観光関連

WEBサイト訪問数【再掲】」を掲げます。

138 原町区地域協議会 ３-４
52

54
政策の柱４

１０　移住定

住

　目標を決めるのは非常に難しい。回数が目的とならないようにお願いしたい。目標回数が設定さ

れると、関係者が回数をこなすこと、人数を集めることを本質と勘違いして実行してしまうと、予

算の無駄になると思う。移住定住の魅力のイベントを実施し、参加者の中からどれだけ移住に結び

付くのか、リピーターなりプライベートで訪問する人がどれ位いるのか、現状分析が非常に必要で

ある。回数が目標では危険だと思う。

ご意見

　当該指標に関しては、移住定住関連イベントの実施により本市の認知

拡大・関係性深化・体験・定着度合を評価するために設定したものであ

り、ご意見等も踏まえ、現状分析をしっかりとしながら、進捗を管理し

てまいります。

139 小高商工会青年部 2
54

84
政策の柱４

１０　移住定

住

１７　原子力

災害復興

　お世話人制度はすぐに結果が出るというより、継続していくのが大事という意味でとてもいい企

画だと思うので、引き続きやって欲しい。

　移住定住については移住してきたら終わりではなく、先を見据えた施策かあれば良いと思う。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策１０

「移住定住」の中で、施策３１「移住促進・定住支援の充実」、取組方

針として、「◎移住後のフォローアップの充実を図ります。」を掲げい

ます。

　また、政策の柱７「原子力災害復興」のうち、基本施策１７「原子力

災害復興」の中で、施策５２「旧避難指示区域の復興・再生」の主な取

組として、「●居住者及び移住者等が交流できる機会の提供」を掲げる

など、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

28/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

140 小高商工会青年部 2
54

84

政策の柱４

政策の柱７

１０　移住定

住

１７　原子力

災害復興

　転入してきた人が住むところを確保するのに、小高区は空き家があるので、リノベーションや土

地利用ができるのではないか。
ご意見

　施策の柱７「原子力災害復興」のうち、基本施策１７「原子力災害復

興」の中で、施策５２「旧避難指示区域の復興・再生」を掲げ、取組方

針として、「◎旧避難指示区域の居住人口を増加させるため、効果的な

移住定住施策を推進します。」を掲げており、貴重なご意見として、今

後の業務の参考とさせていただきます。

141 小高商工会青年部 2
54

84

政策の柱４

政策の柱７

１０　移住定

住

１７　原子力

災害復興

　リノベショーションは業者が関わる場合は見積・請求書がとれると思うが、DIYだと補助受けられ

ないのではないか。そのようなニーズもあるだろうから、資材購入の領収書等で対応できるように

してはどうか。リノベーション入った家は魅力的になり、また次に入る人がいろいろリノベーショ

ンしてもいいとできれば、個性が出て特徴的になると思う。

ご意見

　施策の柱７「原子力災害復興」のうち、基本施策１７「原子力災害復

興」の中で、施策５２「旧避難指示区域の再生・復興」を掲げ、取組方

針として、「◎旧避難指示区域の居住人口を増加させるため、効果的な

移住定住施策を推進します。」を掲げており、貴重なご意見として、今

後の業務の参考とさせていただきます。

142 小高商工会青年部 2
54

84

政策の柱４

政策の柱７

１０　移住定

住

１７　原子力

災害復興

　移住してきた方は目線が違うと思う、そういう方達と繋がることで、事業の幅や地域の魅力発掘

に広がったりするのではないか。

ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策１０

「移住定住」の中で、施策３１「移住促進・定住支援の充実」、取組方

針として、「◎移住後のフォローアップの充実を図ります。」を掲げて

います。

　また、政策の柱７「原子力災害復興」のうち、基本施策１７「原子力

災害復興」の中で、施策５２「旧避難指示区域の復興・再生」の主な取

組として、「●居住者及び移住者等が交流できる機会の提供」を掲げる

など、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

143 小高商工会青年部 2
54

84

政策の柱４

政策の柱７

１０　移住定

住

１７　原子力

災害復興

　新しいことへのチャレンジは自分だけではなかなかできない。自分の歳とか新しいことについて

いけなかったりする。仕組みや機会として提供して繋げていければ良いかと思う。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策１０

「移住定住」の中で、施策３１「移住促進・定住支援の充実」、取組方

針として、「◎移住後のフォローアップの充実を図ります。」を掲げて

います。

　また、政策の柱７「原子力災害復興」のうち、基本施策１７「原子力

災害復興」の中で、施策５２「旧避難指示区域の復興・再生」の主な取

組として、「●居住者及び移住者等が交流できる機会の提供」を掲げる

など、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

144 小高商工会青年部 2
54

84

政策の柱４

政策の柱７

１０　移住定

住

１７　原子力

災害復興

　交流については、直接的だと地域性や遠慮があって抵抗がある場合もあると思うので、そういう

時に助成金あっての事業としてできればよいのではないか。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策１０

「移住定住」の中で、施策３１「移住促進・定住支援の充実」、取組方

針として、「◎移住後のフォローアップの充実を図ります。」を掲げい

ます。

　また、政策の柱７「原子力災害復興」のうち、基本施策１７「原子力

災害復興」の中で、施策５２「旧避難指示区域の復興・再生」の主な取

組として、「●居住者及び移住者等が交流できる機会の提供」を掲げる

など、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

29/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

145 小高商工会青年部 2
54

84

政策の柱４

政策の柱７

１０　移住定

住

１７　原子力

災害復興

　直近では転入がプラスだったとのことだが、小高区のどのような状況か。 ご質問
　令和３年福島県現住人口調査では、市全体でプラス２４人となってい

ます。

146 小高商工会青年部 2
54

84

政策の柱４

政策の柱７

１０　移住定

住

１７　原子力

災害復興

　個人的には小高区のことしか意識していないが、移住者の特徴がわかれば、対策も考えたりでき

るのではないか。
ご意見

　政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施策１０

「移住定住」の中で、施策３１「移住促進・定住支援の充実」、取組方

針として、「◎移住後のフォローアップの充実を図ります。」を掲げい

ます。

　また、政策の柱７「原子力災害復興」のうち、基本施策１７「原子力

災害復興」の中で、施策５２「旧避難指示区域の復興・再生」の主な取

組として、「●居住者及び移住者等が交流できる機会の提供」を掲げる

など、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

147
原町商工会議所青年

部
2

50

59

政策の柱４

政策の柱5

８　商工業

９　観光交流

１１　都市基

盤

　空き地に関して。例えば高見公園は駐車場や近くに飲食施設があり、幼稚園~小学生までは行きや

すく、利用しやすい場所だと思う。一方、中学生・高校生以降になると通学の関係からも図書館の

ほか、あまりスポットはあたらないが東が丘公園などがあると思う。この活用など、中高生が集ま

れる場所の検討はしたほうがよいと思う。空き地もだが、まずは有るものの活用を考えたほうがよ

いと思う。馬事公苑も騎馬武者ロックフェスでも利用したが、そのようなイベント等での活用の方

法も検討したほうがいいと思う。

ご意見

　政策の柱５「都市基盤・環境・防災」」のうち、基本施策１１「都市

基盤」の中で、施策３５「住環境の整備」の取組方針として、「◎市民

が安心・安全に公園を利用してもらうため、公園長寿命化計画に基づ

き、適切な施設の更新を行います。」を掲げております。

　また、政策の柱４「産業・しごとづくり・移住定住」のうち、基本施

策９「観光交流」の中で、施策２８「通年観光の推進」として、取組方

針「◎既存施設の充実、食文化の活用による観光客の拡大を図りま

す。」を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせて

いただきます。

148 総合計画審議会 5 55 政策の柱5 － 　施策がいろいろある割に、KGIに都市基盤の項目がないのはいかがなものか。 ご意見

　基本施策１１「都市基盤」と基本施策１４「交通安全・防犯」の重要

目標達成指標（ＫＧＩ）として、「交通事故死亡者数」を掲げていま

す。

149 小高区地域協議会 ３-４ 57 政策の柱５
１１　都市基

盤

　小高に作る予定のスマートインターは、いま現在、どの程度進んでいて、いつ完成するのか。作

ることが決定した時の話だと、５年以内に完成するということだった思うが、「５年後にできま

す」と市長が発表してから３年経っている。「いまから10年以内にできます」では小高区民に嘘を

ついたことになる。そうでなくても、早く作らないと大田和周辺で事業進出を考えている事業者の

計画が狂ってしまうが、市の方で積極的に進めるよう要望していないのか。

ご質問

　（仮称）小高スマートインターチェンジ整備の進捗については、現

在、詳細設計が完了し、用地測量・物件調査及び不動産鑑定を行ってお

ります。

　令和５年度以降、順次、用地取得を進め、早期に供用時期（目標）を

示せるよう事業進捗に努めてまいります。

30/35 2023/2/24【企画課】



南相馬市第三次総合計画前期基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続等に関する意見等への対応

各区地域協議会資料　南相馬市第三次総合計画前期基本計画（案）（諮問）【企画課】資料１－２【当日差し替え】      

対応区分 市の考え方（対応の理由等）
連番 資料番号 政策の柱等意見提出者 ページ 意見要旨（意見等）

回答内容
基本施策

150 小高区地域協議会 ３-４ 57 政策の柱５
１１　都市基

盤

　楢葉のスマートインターは、作ることが決まってから６年くらいで完成した。市として、必要性

をもっとアピールして欲しい。やる気の問題だと思うのだが、どうなのか。
ご質問

　楢葉スマートインターチェンジはパーキングエリア接続型に対して、

（仮称）小高スマートインターチェンジは本線接続型のため、本線接続

に伴う関係機関との技術的協議等が必要になります。

　令和５年度以降、順次、用地取得を進め、早期に供用時期（目標）を

示せるよう事業進捗に努めてまいります。

151 パブリックコメント 2 57 政策の柱５
１１　都市基

盤

　道路網の整備

・小高スマートインターチェンジの整備促進とあるが、開通目標時期を明記できないか。
ご意見

　（仮称）小高スマートインターチェンジ整備の進捗については、現

在、詳細設計が完了し、用地測量・物件調査及び不動産鑑定を行ってお

ります。

　令和５年度以降、順次、用地取得を進め、早期に供用時期（目標）を

示せるよう事業進捗に努めてまいります。

152 総合計画審議会 5 57 政策の柱5
11　都市基

盤
　施策32のKPI、道路改良率の目標値がプラス0.3％とは少なく見える。実際、この程度なのか？ ご質問

　市道路整備計画に基づき市道８路線2.9ｋｍの改良を上回る目標として

設定しています。貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていた

だきます。

153 小高区市民説明会 2 59 政策の柱５
１１　都市基

盤
　空き地等について市が買い上げて施策の方に仕向けるという考えはないのか。 ご意見

　政策の柱５「都市基盤・環境・防災」」のうち、基本施策１１「都市

基盤」の中で、施策３５「住環境の整備」を掲げており、貴重なご意見

として、今後の業務の参考とさせていただきます。

154 総合計画審議会 5 59 政策の柱５
１１　都市基

盤

　施策㉟住環境の整備。取組方針◎１.多世代同居の推進は現実的に困難。避難（家族）先が異なっ

てから、三世代同居するものの破綻する家族が多い。震災により核家族化は進んでいます。コミュ

ニティより小さなつながり「向う三軒両隣り」の復活です。

ご意見

　政策の柱５「都市基盤・環境・防災」のうち、基本施策３５「住環境

の整備」の取組方針として、「◎南相馬市空き家・空き地サポートセン

ターとの協働により、空き家空き地の適正な管理と利活用を促進すると

ともに、多世代同居当や移住定住のための住宅政策を展開します。」を

掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただき

ます。

155
原町商工会議所商業

部会
2 60 政策の柱５

１１　都市基

盤

　通勤通学の時間帯の電車については、JRとも調整いただきたい。学生たちがこの地で学びたいと

思っていても、朝晩の時間の都合つかず、市外に出ていってるという子供たちも多い。本市に戻っ

てきてください、来てくださいと言うよりも、このまちから出さない工夫をすることも1つだと思

う。

ご意見

　政策の柱５「都市基盤・環境・防災」のうち、基本施策１１「都市基

盤」の中で、施策３６「公共交通」の中で、主な取組として、「●ＪＲ

常磐線の利用促進」を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の

参考とさせていただきます。

156 総合計画審議会 5 62 政策の柱５
１２　生活環

境

　施策㊲取組方針３つ目の◎環境教育の徹底。特に、小学生４年生（上級生）以上、中学校の授業

に「私たちが実践、ごみ減量ときれいなまちづくり（仮称）」を取り入れ、実践活動を行う。子ど

もから家庭手の啓蒙啓発の実例である。行政の啓蒙啓発では、ごみ問題は解決しない。「環境美化

活動委員会（仮称）」を設置して市民活動を定着させるなど、労力を費やすことが喫緊の課題であ

る。震災前の「リサイクル法」施行で、行政、市民、事業者協働でごみ減量事業を継続し、効果を

出した。一つの事例。

ご意見

　政策の柱５「都市基盤・環境・防災」のうち、基本施策３７「ごみの

減量と再資源化の推進」の中で、取組方針として、「◎行政区等に出向

く出前講座や学習の一環として、小中学校の環境学習を推進します。」

を掲げており、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただ

きます。
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157 総合計画審議会 5 63 政策の柱5
12　生活環

境
　施策38、ごみと生命環境の保全に関わる内容は分けた方が体系上、わかりやすいのでは。 ご意見 　貴重なご意見として、今後、検討させていただきます。

158 小高商工会青年部 2 64 政策の柱５
１２　生活環

境

　太陽光発電施設について。小高区では色々な場所に増えているが、建てた後のアフターフォロー

や指導をしてもらえれば良いと思う。再生可能エネルギーは大事だが、100年のまちづくりを進め

る中での景観等への悪影響はあると思う。

ご意見

　市でも申請の時点で精査していますが、法の抜け目を縫うようにして

るいるものもあり問題意識を持っています。また沿岸部の大規模な施設

も数十年で対応期間を迎えることになっています。将来を見据えて、対

応を検討していきます。

159 総合計画審議会 5 64 政策の柱５
１２　生活環

境

　施策㊴意見です。電気料値上げで、原発再稼働の動きが出てきた。原発再稼働反対の意思を市

民・行政共に堅持。
ご意見

　市では、東日本大震災に伴う原発事故を克服し、原子力エネルギーに

依存しないまちづくりを推進していくことを広く市内外に表明するた

め、平成27年第2回定例会において「脱原発都市宣言」をする旨を議会に

報告し、平成27年3月25日付けで告示し、その考え方を堅持していま

す。

160
鹿島商工会議所青年

部
2 66 政策の柱５

１３　地域防

災

　地震が起きた後の市の対応（補助金、ブルーシート等）が早くてありがたかった。今後を考える

と、少額でも構わないので、防災減災対策への補助金などがあると良いのではないか。
ご意見

　現在、市では、屋根耐風改修事業補助金による屋根瓦の全面改修する

際の助成や、ブロック塀等安全対策促進事業による公衆道路などに面す

る倒壊の恐れのあるブロック塀の撤去改築などにかかる費用の一部の補

助を行うなど、防災減災対策の補助制度もあります。

　そのほか、貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただき

ます。

161 原町区地域協議会 ３-４ 67 政策の柱５
１３　地域防

災

　地域防災に関して。消防団員の入団数が２７人から７５人とすることは可能なのか。現状、おそ

らく８団体、１，３００人位である。これは合併した当時の人数でありもっと減っていると思う。

人口が減少し、団員も減っている。小高区などはかなり減っている。団員の適正化を図るべきでは

ないか。地区の消防団として維持できない状況であり、再編する形で統廃合をすることを考えるべ

き。団員確保と言っても若い人がいなく難しい。それを補うためには、現在団員は７０歳になると

定年となるが、元気な７０歳はいる。そういう方に活躍していただきたい。若い人は日中おらず、

災害が広域化多様化していて火事だけではない。行方不明者の捜索などで、職場を休むとなると、

団員になる方はそうはいない。もっと活動しやすい方法にしないといけない。適正化とかその辺を

詰めて形にしてほしいと思う。

ご意見

【反映】

　ご意見を踏まえ、政策の柱５「都市基盤・環境・防災」のうち、基本

施策１３「地域防災」の中で、施策４１「消防力の強化」の主な取組と

して、「●消防団の適正化に向けた協議の実施」を追記させていただき

ます。
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162 原町区地域協議会 ３-４ 67 政策の柱５
１３　地域防

災

　消防団は防災活動に精通して地域の生活を守っている。東日本大震災でも消防団の活動は素晴ら

しかった。団員確保に対しては、事業所訪問を行うなど地域として色々な方法があると思う。地域

として詰所がある、ポンプを持っている、資材があるのは地域のためである。行方不明者の捜索は

警察で、消防には警察から要請がくる。組織法で警察と消防は協力しなければならないということ

になっている。警察は地元のことはよく分からないが、消防団は地元の地形も熟知している。消防

団を継続し活動してもらえるよう強力に推し進めてほしい。

ご意見 　貴重なご意見として、今後の業務の参考とさせていただきます。

163
鹿島商工会議所青年

部
2 67 政策の柱５

１３　地域防

災

　消防団は、お金の問題よりも負担を減らす方向にしていかないと、ますます人が減ってしまうと

思う。
ご意見

　政策の柱５「都市基盤・環境・防災」」のうち、基本施策１３「地域

防災」の中で、施策４１「消防力の強化」を掲げており、貴重なご意見

として、今後の業務の参考とさせていただきます。

164 総合計画審議会 5 72 政策の柱６ －
　目指す姿の文中。「誰もがまちづくりの主役になれること」は不要。前後の文につながらない。

６行目、不測の事態に対し、行政主語は何ですか、機動的～。
ご意見

　総合計画基本構想（Ｒ４年１２月市議会議決）に関わる内容のため、

変更はできません。

　また、不測の事態に対し、主語は、市です。

165 総合計画審議会 5 73 政策の柱６

15　コミュ

ニテイ・市民

参加

　15コミュニティ・市民参加の現状課題の文章校正。上から３行目「行政区の再構築を図るととも

に、移住者との新たなコミュニティ形成など、地域コミュニティの活性化に向けた取組とともに」

となっているが、ずっと丸がなくて、一気に続いているので読みづらい。「地域コミュニティの活

性化に向けた取り組み」で丸、「NPOや～」とした方が読みやすいのではないか。

ご意見

【反映】

　ご意見等を踏まえ、市民にとってより分かりやすい表記に見直しいた

します。

166 総合計画審議会 5 74 政策の柱６

１５　コミュ

ニティ・市民

参加

　施策㊺取組方針。下記検討ください。

　◎地区によっては行政区の見直しを図ることを検討します。
ご意見

　政策の柱６「地域活動・行財政」のうち、基本施策１５「コミュニ

ティ・市民参加」の中で、施策４５「地域コミュニティの再構築と活性

化」を掲げており、ご意見等も踏まえ、今後、検討してまいります。

167 原町青年会議所 2 74 政策の柱６

１５　コミュ

ニティ・市民

参加

　地域活性化の部分では、我々も外部団体と協力して祭りなどの協力をしているが、県からの補助

金が今年で最後となり、次回以降は補助金が少なくなる。市からの補助であったり、人員派遣で

あったり、何らかの支援があれば、活動していく上で大変助かる。

　春の市民祭りなど今まで商店連合会がやっていたものを持ち回ろうかという話になっており、こ

れまで商店連合会が補助金申請などをしてくれていたが、今年が最後であろうと聞いた。今まで県

から補助を受けていたがボリュームが大きかった。

ご質問 　個別に対応させていただきます。

168 鹿島区地域協議会 3 － 政策の柱６ １６　行財政

　政策の柱６に該当するかと思うんですが、三区合同の地域協議会で令和４年度予算の説明をやっ

たときに、行政区の連絡、いわゆる回覧版的なものをデジタル化するということで、実証実験の予

算として何百万円だったか説明がありましたけど、それがどういうふうに進んでいるか。教えてい

ただければと思います。

ご質問

　令和４年度については、各区で実証実験を行っており、鹿島区内にお

いて、一区の隣組のうち、１組が実証実験をしています。

　令和５年度についても継続して実証を行う予定でありますが、具体的

に何か所で行うなど、詳細については、改めて、お知らせいたします。
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169 総合計画審議会 5 76 政策の柱6

15　コミュ

ニティ・市民

参加

　施策47、「広聴事業の情報発信」というのは何をすることなのかわかりづらい。KPIも同様。 ご意見 　貴重なご意見として、今後、検討させていただきます。

170 小高商工会青年部 2 77 政策の柱６ １６　行財政
　小高区役所の窓口によっては、職員によって異なる対応をされることや、高圧的な態度を取られ

る場合があるので見直してほしい。
ご意見

　職員の接遇に関して、お客様に対し不愉快な思いをさせることがない

よう、庁内で周知徹底してまいります。

171 総合計画審議会 5 78 政策の柱６ １６　行財政

　施策㊽取組方針。◎２.最も重要、市民サービスの根源です。縦割り行政で、誰のための市役所か

と、相談に行ってはガクゼンとして来る。専門知識のない職員さんに勉強不足と現場が判らないこ

とを痛感する。

　「現場主義」の欠如、まちづくりを30年続けてきたが、行政の方の参画全くナシ。震災後、社

協、生活環境課が参画。

ご意見

　政策の柱６「地域活動・行財政」のうち、基本施策１６「行財政」の

中で、施策４８「効果的な行政運営」の取組方針として、「◎多様な行

政課題や市民ニーズに柔軟に対応できる人材の育成や、迅速な意思決定

と確実な業務遂行ができる組織機構の構築を図ります。」を掲げてお

り、ご意見等も踏まえ、今後、検討してまいります。

172 総合計画審議会 5 79 政策の柱6 １６　行財政

　個人的には過度に対応する必要はないと思うが、デジタル田園都市国家構想総合戦略への対応は

施策49くらいにしかないのでは。今後、交付金の話などが出てくると思うが、全体的に見てこの程

度の記述でよいのか。

ご意見

【反映】

　ご意見等を踏まえ、記載方法を見直しさせていただきます。また、記

載方法も含め、今後の展開等も想定し、国（内閣府）に確認を取りなが

ら、策定作業を進めております。

173
原町商工会議所青年

部
2 81 政策の柱６ １６　行財政

　道路や歩道等で企業名を載せるなどの取組はあまり行われていないように感じる。企業名の掲載

枠を地元既存事業には安価に提供するなど、企業PRの一環として検討してほしい。
ご意見

　政策の柱６「地域活動・行財政」のうち、基本施策１６「行財政」の

中で、施策５１「健全な財政運営」を掲げ、取組方針として、「◎創意

工夫による自主財源確保のため、既存制度の継続実施、知的財産の活用

等、検討を進めます。」を掲げており、ご意見等も踏まえ、検討させて

いただきます。

174 パブリックコメント 2 81 政策の柱６ １６　行財政

　健全な財政運営

（1）持続的な行政経営運営の構築が必要である。政策の柱として、前回無かった行財政改革が入っ

てきたのか示す対応として、現状分析は必要。そのためにも、３期程度の歳入歳出決算状況の時系

列をグラフ表示してはもらえないか。よりリアルに把握できると思われる。

（2）KPIに経常収支比率の目標値がある。一般住民にはよくわからない用語である。用語解説と、

数値の見方を説明しないと一般的には理解できない。

ご意見

【反映】

（１）については、計画書として取りまとまとめるに当たり、資料編と

して関係グラフ等を引用する際、検討いたします。

（３）については、用語解説を追記させていただきます。

175 総合計画審議会 5 82 政策の柱7 － 　原子力災害復興のKGIが旧避難指示区域の現住人口だけでよいのか、よくわかりません。 ご意見 　貴重なご意見として、今後、検討させていただきます。
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176 小高区地域協議会 ３-４ 83 政策の柱７
１７　原子力

災害復興

　基本的な政策の柱は素晴らしいことだが、小高区は原子力災害地域であることから、もっと現実

を見て欲しいところがある。数年先ではなく、いま現実を見て政策を考えて欲しい。何年か前に、

小高はお店がオープンしたから復興が進んでいるとか、もう終わったという話があったが、全然終

わっていない。空き地や空き家や雑草地が目立つ。国道６号の雰囲気も原町と小高では全然違う。

その辺も踏まえて、全部署が現地の課題を見て、政策に活かしてほしい。

ご意見

　政策の柱７「原子力災害復興」のうち、施策５２「旧避難指示区域の

復興・再生」の中で、取組方針として、「◎旧避難指示区域の生活環境

の充実や居住環境保全・整備を推進し、帰還しやすい環境や起業しやす

い環境を整備します。」を掲げており、その中で、ご意見を踏まえ、対

応してまいります。

177 総合計画審議会 5 85 政策の柱７
１７　原子力

災害復興

　施策53 取組方針◎1。震災関連死は南相馬市が第１位です。昨年はなかったのですか。この課題

はもう過去なのですか。うつの方は多くいます。死につながります。お考えを示してください。
ご質問

　現在も震災関連死に係る申請がある場合は、災害弔慰金等支給審査委

員会を開催し、随時対応しております。

　 被災者への健康支援としては、健康状態の悪化予防や不安の軽減を図

るため、健康状態の把握や各種指導、相談等、健康支援事業を実施して

いるほか、被災高齢者が安心して自立した生活を送れるようにするた

め、相談員の配置も行っています。

　また、生きがいづくりによる「心の復興」やコミュニティ形成の促進

への支援活動を実施する団体への支援も行っています。

　今後も引き続き、被災者への支援に取り組んでまいります。

178 小高区地域協議会 ３-４ 86 政策の柱７
１７　原子力

災害復興

　仮置き場の返還を急いでほしい。営農法人が耕作面積を広げられず、営農計画が狂い始めてい

る。中間貯蔵施設の搬出は終っているが、原状復帰が終っておらず返還が遅れている。数年先のこ

とを考えて機械投資等を行っているため、計画通りに進められないと負債だけが残ってしまうこと

になりかねない。約束した期日をきちんと守るよう要望しておく。

ご意見

　政策の柱７「原子力災害復興」のうち、施策54「環境の回復」の中

で、取組方針として、「◎仮置場の早期撤去に取り組みます。」を掲げ

ており、ご意見等も踏まえ、Ｒ８年度までに市内における仮置場設置数

を0箇所とするＫＰＩ（重要業績評価指標）を設定し、取り組んでまいり

ます。
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第２章 分野別施策の展開 

１ 

第１章 基本計画の推進にあたって 

１ 基本計画の役割 

基本計画は、第三次総合計画基本構想に掲げた、市民・事業者・まちづくり団体・

行政が一体となって、協働によるまちづくりを進めるための基本姿勢「つなぐ・よ

りそう・いどむ」の考えの下、長期的な視点におけるまちづくりの基本目標「１０

０年のまちづくり～家族や友人とともに暮らすまち～」の実現に向けて施策の基本

的な方向性を定めるため策定するものです。 

基本計画では、７つの政策の柱ごとに、目指す姿や重要目標達成指標（ＫＧＩ（以

下「ＫＧＩ※」という。））を設定し、さらに施策を具体的に展開実現していくため、

基本施策・施策ごとの取組方針、主な取組、重要業績評価指標（ＫＰＩ（以下「Ｋ

ＰＩ※」という。））等を示しています。 

 

● 前期基本計画の構成 ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

さらに、第三次総合計画のまちづくりの基本的な考え方に基づき、国が示した「デ

ジタル田園都市国家構想総合戦略※」を踏まえ、デジタルの力を活用した社会課題

解決・魅力向上やデジタル実装が社会に組み入れられるよう基礎条件整備等に取り

組み、人口減少克服・地方創生を推進するため、まち・ひと・しごと創生法第 9条

及び第10条に基づく計画として位置付け、一体的に取り組んでいくこととします。 

 

 

 

 

 

政策の柱 

基本施策 

施 策 

【政策の柱】 
・基本構想に基づいた、７つの分野ごとの政策 

・達成すべき目標として重要目標達成指標（ＫＧＩ）を設定

し、成果を評価 

ＫＧＩ：政策の『成果（ゴール）』を評価するための指標 

【基本施策】 
・基本構想の実現のため、親和性の高い施策を分野別に束ね体

系化したもの 

・主なＳＤＧｓのゴールを示し、施策との関連を定義 

【施 策】 
・基本構想の実現のため、施策の基本的な方向性を定めたもの 

・重要目標達成指標（ＫＧＩ）を達成するための過程を計測・

評価する、施策ごとの重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定 

ＫＰＩ：政策の『成果（ゴール）』を達成するための、『過

程』を計測・評価する指標 

※ＫＧＩ、ＫＰＩ 
ＫＧＩは、Key Goal Indicator の略で、組織やチームで設定した最終的な目標を定量的に評価する指標で

す。ＫＰＩは、key performance indicator の略で、最終的な目標(ＫＧＩ)を達成するための過程を計測・評
価する中間指標のことです。 

※デジタル田園都市国家構想総合戦略 

まち・ひと・しごと創生総合戦略を抜本的に改訂した、新たな総合戦略。デジタル田園都市国家構想を実現
するため、各府省庁の施策を充実・強化し、施策ごとに令和 5 年度から令和 9 年度までの５か年の KPI とロ
ードマップ（工程表）が具体的に示されている。地方は、それぞれの地域が抱える社会課題などを踏まえ、地
域の個性や魅力を生かす地域ビジョンを掲げた「地方版総合戦略」の策定に努める。令和 4 年 12 月策定。 
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２ 

２ 政策・施策評価による基本計画の進行管理 

基本計画は、毎年度、成果指標（創生法第８条第３項の規定に準じる客観的な指標）

として、政策の柱においてはＫＧＩと、施策においてはＫＰＩを検証するとともに、

事業の有効性を評価し、計画の進捗を管理します。 

また、評価結果は、翌年度の実施計画に反映し、予算編成を連動させるＰＤＣＡ※

サイクルを実質化します。加えて、市民が参加する外部組織による評価によって、評

価の客観性を担保するとともに、実施計画や評価結果を公表することで透明性を担保

します。 

さらに、新型コロナウイルス感染症やロシアによるウクライナ情勢の長期化による

原材料価格の上昇など、不確実性が高くなっている予測できない社会情勢等に加え、

災害対応などの緊急時に頻発する災害対応などの緊急時に新規事業の創出や新たな

市民サービスに取り組む際、変化に対して、柔軟かつ迅速に判断と行動ができる事業

展開を図ります。 

加えて、国際的な目標である持続可能な開発目標（以下「ＳＤＧｓ※」という）

との関係については、基本計画の基本施策ごとにＳＤＧｓにおける１７のゴールと

各施策との関連性を明らかにし、本計画を推進することで、その達成目標に貢献す

るとともに、進捗管理を行っていきます。 

 

 

  ※【ＰＤＣＡ】計画(Plan)－実施(Do)－評価(Check)－改善(Action)を指し、計画（目標）づくりから始まり、

継続的に品質管理や業務改善を行う手法のことで、実施計画の見直しを年度ごとに実施します。 

 

※ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ） 
「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称です。2030 年までに持続可能でよりよ
い世界を目指す国際目標で、17 のゴール（目標）を定めています。これらの目標は、国による取組だけで
は達成が困難であり、企業や地方自治体はもちろんのこと、個人一人ひとりに至るまで、すべてのひとの
行動が求められる点が特徴です。 

 

 

 



第２章 分野別施策の展開 

３ 
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現住人口（国勢調査） これまでの取組の成果が維持された人口 さらなる取組により目標とする人口

市内居住者（本市に住民登録が有る方）

他市町村からの避難者

復興事業等関係者（推定）

(人)

３ 将来の人口 

人口減少と少子高齢化の進展は日本全体の大きな流れではありますが、本市にお

いては、震災と原発事故により市外への避難や転出、出生数の低下によって、年少

人口、生産年齢人口の減少が加速し、令和４年においては震災前に比べ約 13,000 人

減少しています。 

近年は、転入・転出による社会増減の状況が震災前に戻りつつあるなど、新規創

業や企業誘致による雇用の場の確保や、移住・定住推進等、震災後に積み重ねてき

た取組の成果が見えはじめていますが、出生・死亡による自然減の進行や、市内へ

の帰還者数の推移も落ち着きつつあるなど、これまでの取組の成果が維持されたと

しても本市の現住人口は令和 12 年には約 53,000 人台まで減少すると推測されま

す。さらに、年齢別人口比率の推計は、年少人口と生産年齢人口の減少に伴い、令

和 10 年には老年人口比率が 40％を超えると推測されます。 

このため、前期基本計画において、引き続き、復旧・復興を着実に進めることに

よる帰還促進とともに、新たな雇用の場の創出、子育て支援施策の充実等による若

い世代を中心とした新たな住民の移住・定住や出生数の増加につながる取組を更に

推進することで、人口減少を抑制し、バランスの良い人口構造としていくことを目

指します。 

● 人口の推移と推計 ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年齢別人口比率の推移と推計 ● 

  

点線は「これまでの取組が維持された人口」での人口比率。実線及び箱枠で示したものが「さらなる取組により目標とする人口」での人口比率。 

人口比率は総人口から年齢不詳を除いた値に対し算出。 

 

 

※各年 10 月 1 日の現住人口。住民票の有無を問わず、本市に現住されている方の人口を推計した。平成 27 年、令和 2 年は国勢調査の結果。 

※本市内外の避難者については、原子力被災自治体における住民意向調査（復興庁）の調査結果より帰還者数と帰還時期を推定した。 

※復興事業等関係者は推定値であり、今後の復興の進展により減少していくものと推定した。 

※目標人口は、今後の帰還者に加え、さらなる政策の効果として令和 12 年まで年 200 名の増加を見込んだ。 

 

さらなる取組の

実施による人口

減少の抑制 

 

 

さらなる取組の実施による 

老年人口比率の抑制と、 

年少・生産年齢人口比率の増加 
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第２章 分野別施策の展開 

１ 基本計画の構成と見方 

 「政策の柱」「基本施策」「施策」については以下の内容を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

  

目指す姿 

７つの政策の柱ごとの、該当

する施策を通じて目指す、市

民や地域の姿です。 

重要目標達成指標（KGI） 

７つの政策の柱ごとの、目指

す姿の実現のための達成すべ

き目標（ゴール）で、４年後の

目標値を設定し、目標値を達

成できたかを毎年評価してい

きます。 
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政 策 基本施策 施 策 

政策の柱 １ 

教育・学び 

政策の柱 ２ 

こども・子育て 

政策の柱 ３ 

健康・医療・福祉 

政策の柱 ４ 

産業・ 

しごとづくり・ 

移住定住 

２ 施策の体系 

 

 

 

 

 

 
 

１ 学校教育 ① 豊かな心と体の育成 

 ② 教育水準の向上 

 ③ 教育環境の整備 

 ④ 児童・生徒の状況に応じた支援の充実 

２ 生涯学習 ⑤ 生涯学習の充実 

 ⑥ 芸術文化の充実 

 ⑦ ジェンダー平等社会の推進 
 

 

３ こども・子育て ⑧ 結婚・妊娠・出産への支援 

 ⑨ 保育・幼児教育の充実と質の向上 

 ⑩ 子育て環境の充実 

 ⑪ こどもの健やかな成育のための支援 

 

４ 健康・スポーツ ⑫ 疾病予防の推進 

 ⑬ 心身の健康づくりの推進 

 ⑭ 放射線に対する健康不安の軽減 

 ⑮ あらゆる世代でのスポーツの推進 

５ 地域医療 ⑯ 地域医療提供体制の維持・強化 

 ⑰ 地域の包括的な医療・介護サービス提供

体制の推進 

６ 福祉 ⑱ 地域福祉の向上 

 ⑲ 介護予防と高齢者福祉の向上 

 ⑳ 障がい児・者福祉の向上 

 

７ 農林水産業 ㉑ 担い手の確保・育成と効率的な生産基盤

の整備 

 ㉒ 戦略的な生産と需要を創出する流通・販

売の推進 

 ㉓ 活力と魅力ある農山漁村の創出 

８ 商工業 ㉔ ロボット・ドローンを始めイノベ重点分
野※等の新産業創出・育成 

 ㉕ 市内事業者の振興 

 ㉖ 多様な人材の確保と就労支援の充実 
 ㉗ 新たなチャレンジを支える街なかの活性化 

９ 観光交流 ㉘ 通年観光の推進 

 ㉙ 馬事文化振興及び馬事関連観光の推進 

 ㉚ 交流人口の拡大 

10 移住定住 ㉛ 移住促進・定住支援の充実 

 

まちづくりの基本目標 
『未来の南相馬の姿』 

まちづくりの基本姿勢 

100 年のまちづくり 

    つなぐ ・ 

※イノベ重点分野 

福島イノベーション・コースト構想における重点分野は、「廃炉」、「ロボット・ドローン」、「エネルギー・

環境・リサイクル」、「農林水産業」、「医療関連」、「航空宇宙」の６分野です。 



第３編 前期基本計画 

８ 

３ 基本施策に対応する主なＳＤＧｓのゴール（目標） 

 

政策の柱と基本施策 

関連するＳＤＧｓのゴール（目標） 

1 ２ ３ ４ ５ ６ 

貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水・衛生 

政策の柱 １ 
教育・学び 

学校教育  ● ● ●   

生涯学習    ● ●  

政策の柱 ２ 
こども・子育て 

こども・子育て ● ● ● ● ●  

政策の柱 ３ 
健康・医療・福祉 

健康・スポーツ  ● ●    

地域医療   ● ●   

福祉 ●  ●    

政策の柱 ４ 
産業・ 

しごとづくり・ 
移住定住 

農林水産業  ●  ●   

商工業    ●   

観光交流    ●   

移住定住    ●   

政策の柱 ５ 
都市基盤・ 
環境・防災 

都市基盤   ● ●  ● 

生活環境      ● 

地域防災 ●      

交通安全・防犯   ●    

政策の柱 ６ 
地域活動・行財政 

コミュニティ・
市民参加 

      

行財政 ●  ● ● ●  

政策の柱 ７ 
原子力災害復興 

原子力災害復興 ● ● ● ● ● ● 
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１０ 

政策の柱１ 教育・学び 
 

目指す姿（政策の柱ごと） 

人は学ぶことで磨かれていきます。誰もが安心して、いつでも、どこでも

学べる環境の充実が求められています。 

教育水準の向上と、先人から受け継いだ南相馬の自然、歴史・伝統を生か

した教育により、こどもの未来を切り拓く力を高めます。 

また、人生 100 年時代において、より心豊かな人生を送ることができるよ

う、生涯にわたって学ぶことができる環境づくりを推進することにより、誰

もが学びたいことを学び続けられるまちを目指します。 

 

重要目標達成指標（政策の柱ごと） 

ＫＧＩ 

（重要目標達成指標） 
現状値 

 
目標値 
（R8） 

①指標の設定理由 
②目標値の考え方 

全国学力学習状況調査
（小６、中３）における
標準化得点 

小６ 99 
中３ 99 

小６ 103 
中３ 101 

①全国一律の調査のため、市児童生

徒の学力の状況を的確に評価する

ことができる指標として設定。 

②【全国学力・学習状況調査】小６、

中３ともに全国トップレベルを目

標として設定。※全国学力、学習状

況調査における標準化得点（全国平

均 100、全国トップレベル 103 とし

て数値化）。 

学習適応性検査※の偏
差値 

小５ 52.4 
中２ 55.4 

小５ 55.0 
中２ 58.0 

①AAI の標準得点（偏差値）は様々

な学習要因を分析した総合評価を

指標として設定。 

②成果指標（偏差値）50 が全国平均

であり、既に本市は全国平均を上回

っていることから、さらなる向上を

目指し、実現可能な範囲としてそれ

ぞれ現状値から＋３ポイントを目

標として設定。 

生涯学習の機会の提供
に対し「満足」「やや
満足」と答えた割合 

38.2％ 42.2％ 

①「生涯にわたって学ぶことができ

る環境づくり」に関する市民の評価

を把握できる指標として設定。 

②調査対象の小学校５年生保護者、

中学校２年生保護者、一般市民にお

いて「満足」「やや満足」の割合を足

し、３で除して平均値を算出。その

平均値にかかる直近の数値として

Ｒ３からＲ４への伸び 1.9％≒２％

を毎年度の伸び（目標）として設定。 

 

  

※学習適応性検査 

学力と関係の深い「学習に向かう意欲や態度」「学習スキル」「学習習慣」等がどのような状態にあり、学

習を上手に、あるいは前向きに取り組むことができているかを、全国尺度に基づいて測定する検査です。 



第２章 分野別施策の展開 政策の柱１ 

１１ 

１ 学校教育 

現状と課題（基本施策ごと） 

グローバル化の進展や技術革新、災害の多発など、子どもたちが歩んでいく将来

の社会の姿は不透明な状況です。また、震災と原発事故、新型コロナの影響により、

子どもたちの心と体への影響のほか、不登校やいじめなど教育上・学校運営上の課

題の顕在化が懸念されるとともに、発達障がいをはじめとする支援が必要な児童生

徒が増加しています。 

子どもたちがこれからの未来を生きぬく力を育むためには、豊かな心と体の育成

に向けた取組を引続き進めていくとともに、基礎学力の定着と活用力の向上、外国

語教育、プログラミング教育の推進など、教育水準の更さらなる向上と児童生徒の

状況に応じた支援を充実し、誰一人取り残さない教育環境の整備が求められていま

す。 

また、子どもを巻き込む事故が全国的に発生していることから、地域との連携に 

よる登下校時の安全確保の取組や老朽施設・設備の改修など、子どもたちが安全 

で快適な学校生活を送ることができる環境整備が必要です。 
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１６ 

２ 生涯学習 

現状と課題（基本施策ごと） 

生涯学習については、多様化するニーズ等を踏まえ、みなみそうまチャンネルと

インターネットによる生涯学習講座の配信など、子育て世代・青壮年層をはじめ、

生涯学習に興味を持つすべての市民が、いつでもどこでも気軽に学べる環境を整備

することが必要です。 

また、図書館や博物館等の充実をより一層図るとともに、地域の文化遺産の保護

や、歴史・民俗資料等の適切な収集と保存、デジタルデータの公開などの多様な資

料活用が必要です。 

芸術文化関連では、新型コロナの影響もあり、市民が芸術文化に触れる機会が減

少しています。市民が身近に芸術文化に触れることができる環境づくりや、芸術文

化の普及を行う芸術文化協会への市民の加入促進が必要です。 

また、近年は性別に関わらず、すべての人がその個性と能力を発揮できる社会の

実現が求められています。本市では、人権を尊重し合いながら、あらゆる人がのび

のびと能力を発揮できるジェンダー平等社会※づくりに向け、地域や家庭、職場へ

の広報・啓発活動を推進するとともに、相談・支援体制の構築が必要です。 

 

  

※ジェンダー平等社会 

性別による差別を無くし、女性と男性が対等に、権利、機会、責任を分かち合える社会を作ること、女性や

女の子が自分のことを自分で決めながら生きる力をつけられるようにすることを目標としています。 
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２０ 

政策の柱２ こども・子育て 
 

目指す姿（政策の柱ごと） 

こどもは地域の宝、未来をつくる希望です。すべてのこどもが健やかに成

長し、すべての親が安心してこどもを育てることができるよう、地域で子育

てを応援することが求められています。 

地域が一丸となって、すべてのこどもの権利と暮らしを守り、こどもが笑

顔で暮らせるまちを目指します。 

また、出会いから結婚支援や子育て支援、若い世代の移住定住など、全市

を挙げて少子化対策などに取り組み、安心してこどもを産み育て、こどもの

成長に喜びを感じ、充実した子育てができるまちを目指します。 

 

 

重要目標達成指標（政策の柱ごと） 

ＫＧＩ 

（重要目標達成指標） 
現状値 

 
目標値 
（R8） 

①指標の設定理由 
②目標値の考え方 

出生数 284 人 300 人 

①人口減少対策の効果として若年層

の人口動態を評価する。 

②少子化緊急対策「みらいづくり 1.8

プロジェクト」で 2040 年においても

現状の同水準の出生数を維持してい

くことを目指すべき姿としており、出

生数 300 人を目標として設定。 

子育て支援に対し「満
足」「やや満足」と答
えた割合 

70％ 74％ 

①こども・子育てに対する施策の効果

として、保護者の満足度を評価する。 

②各種施策を実施することにより、子

育て支援に関する満足度を年々向上

させることを目指すもの。 
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２１ 

３ こども・子育て 

現状と課題（基本施策ごと） 

本市では震災と原発事故以降、低下した出生数を回復させるため、「みらいづくり

1.8 プロジェクト※」に基づき、出会いから結婚、妊娠・出産、子育てまで切れ目の

ない支援を進めています。また、日本青年会議所が提唱するベビーファースト運動
※に本市も令和４年度から参画し、地域全体で子育てを応援しています。 

一方で、令和２年度以降、本市の保育施設の待機児童は解消しているものの、年

度途中の受け入れは難しい状況です。保育ニーズの的確な把握と、幼児教育・保育

の質の向上が図られるよう公私が連携して取り組むことが必要です。 

また、核家族化や地域のつながりの希薄化により子育てに不安を感じる保護者が

みられるため、地域全体でこどもと子育て家庭を見守り、支援する体制が必要です。 

さらに、こどもの人権を擁護する取組や、児童虐待、貧困への対策、ヤングケア

ラー※、障がい児、ひとり親世帯等、特に支援が必要なこどもや家庭の包括的なサポ

ートが求められています。こどもの最善の利益を実現するため、こどもや子育て当

事者等の意見を施策へ反映させ、こどもの健やかな生育のための支援を進めること

が必要です。 

 

  

※ヤングケアラ― 

本来大人が行うと想定されている家事や家族の世話（介護や身の回りの世話など）を日常的に行っている

18 歳未満のこどものことです。 

※みらいづくり 1.8 プロジェクト 

南相馬市の総力を挙げて緊急的な少子化対策を推進するプロジェクト（令和４年３月策定） 

※ベビーファースト運動 

 日本青年会議所が推進している運動のことで、子育て世代がこどもを産み育てたくなる社会を実現するた

め、社会全体の空気感を変えていく運動のことです。 
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２６ 

政策の柱３ 健康・医療・福祉 
 

目指す姿（政策の柱ごと） 

市民一人ひとりが地域社会で活躍し、お互いに支え合うことで、誰もが住

み慣れた地域で、心身ともに元気で健やかな暮らしを続けられることが求め

られています。 

「100 年のまちづくり～家族や友人とともに暮らすまち～」を進めるうえ

で、あらゆる政策の基本となるのが、こどもから高齢者まであらゆる世代が

健康であることです。 

また、急速な高齢化が進行する中で、高齢者や障がい者等が安心して暮ら

し続けられるには、地域の支え合いや医療、福祉の充実が大切です。 

このため、市民の健康づくりの推進、医療・福祉体制の整備や連携の強化

などにより、誰もが健康で安心して暮らせるまちを目指します。 

 

 

重要目標達成指標（政策の柱ごと） 

ＫＧＩ 

（重要目標達成指標） 
現状値 

 
目標値 
（R8） 

①指標の設定理由 
②目標値の考え方 

お達者度※（＝健康寿
命） 
※65 歳時から要介護度 2 以

上の認定を受けずに日常生活

が自立している期間の平均。

福島県が県内市町村別に算定

し、３年毎に公表している。 

男性 

17.70 年 

【県内 13 位】 

 

女性 

21.45 年 

【県内 5 位】 

 

 

 

男性 

18.65 年 

 

 

女性 

21.68 年 

 

（県内１位の

自治体と同水

準を目指す） 

①健康課題をより明確にする指標

として設定。 

②令和元年の県内 1 位の数値を目

標値に設定。 

週 1回以上スポーツや
運動をする市民の割合 

29.5％ 50.0％ 

①アンケートでの把握。実施施策

の効果を評価する指標として設

定。 

②直近年度の伸び率年 5％を上回

る目標を設定。 
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２７ 

４ 健康・スポーツ 

現状と課題（基本施策ごと） 

本市における死因の第一位は悪性新生物で、中でも肺がんの死亡率は増加傾向に

あります。また、メタボリックシンドローム※該当・予備軍の減少の指標は悪化傾向

にあり、国や県と比べ高い状態が続いています。健康寿命の延伸に向けて、生活習

慣病の発症予防、禁煙・卒煙などの予防対策に関する普及啓発や、特定健診やがん

検診などの受診率向上のための取組の強化が必要です。 

また、新たな感染症に対しては、定期予防接種等の接種率向上に努め、感染症予

防事業を推進していくことが必要です。心の健康については、新型コロナの影響に

よる経済的不安や孤独・孤立によって、心の不調やうつ状態にある方が全国的に増

加していることから、自殺予防対策の推進が必要です。 

放射線に対する健康不安については、市民の不安の軽減及び健康管理のため、継

続的な被ばく線量の測定や窓口相談の実施が必要です。 

スポーツについては、新型コロナによる各種スポーツ大会の中止等の影響により、

市民の運動機会が減少しました。あらゆる世代が体を動かし心身ともに健康維持・

増進を図るとともに、市民のニーズに合ったスポーツ機会の充実が必要です。 

 

 

  

※メタボリックシンドローム 

内臓脂肪の蓄積に加えて、「脂質異常」、「高血糖」、「高血圧」を２つ以上該当した状態をいいます。 
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３２ 

５ 地域医療 

現状と課題（基本施策ごと） 

医師、看護師等の医療人材については全国的にも不足しており、さらに震災と原

発事故の影響により医療スタッフが不足している本市においては、より限られた資

源として捉えなければならない現状があります。また、医療人材の高齢化も顕著で

あり、慢性的に担い手が不足しています。今後も引き続き医療スタッフの確保、市

内の医療提供体制の維持・強化に努めていくとともに、医療の受け手である市民に

も、医療資源の有効活用について協力を求める必要があると考えます。 

市民からの要望が強い小児科、産科をはじめとする診療科の開設や医師の確保、

救急医療体制の充実、地域医療の連携強化も必要です。 

地域の包括的な医療・介護サービス提供については、高齢化率の上昇に伴い要介

護等認定者の増加が予想されることから、安定した医療・介護サービス提供の更な

る推進が必要です。地域の限りある医療・介護の提供体制の中で、個人の状況に応

じた在宅と医療機関双方でのスムーズな移行ができるよう、医療と介護のみならず、

福祉の現場も合わせた多職種が、同一の目標に向かい役割分担を明確にするなどの

連携強化が必要です。 
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３５ 

６ 福祉 

現状と課題（基本施策ごと） 

震災と原発事故以降、生活環境や地域の関係性が変化したことにより、地域コミ

ュニティが希薄になっています。地域福祉の向上のため、地域コミュニティの活性

化を図るとともに、互いが支え合い、助け合い、認め合う地域共生社会を形成する

ための包括的な支援体制の整備が必要です。また、地域福祉を支える人材や団体の

確保、社会福祉協議会をはじめとした関係機関等が連携を強化し、協働で取り組ん

でいくことが必要です。 

介護予防と高齢者福祉については、新型コロナの長期化に従い、身体機能の衰え

や社会的つながりの低下から、要介護状態に陥る可能性が高くなることが懸念され

ています。地域包括ケアシステムの推進や高齢者が自ら健康な体づくりと社会参加

に取り組める体制づくりが必要です。 

障がい児・者の福祉については、住み慣れた地域で安心して生活できるよう、重

度化・高齢化に対応した地域生活支援拠点等の整備に取り組む必要があります。ま

た、障がいに対する理解促進や差別解消に関する取組、障がい者雇用の促進も必要

です。 
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３９ 

政策の柱４ 産業・しごとづくり・移住定住 
 

目指す姿（政策の柱ごと） 

産業・しごとづくりは、南相馬の活力の源泉です。まちに元気と賑わいを

生み出すためには、より一層の地域産業の振興、移住定住の推進が求められ

ています。 

本市は、新たなチャレンジを応援するまちです。地元企業の発展を支える

とともに、福島イノベーション・コースト構想の６分野などを通じて、あら

ゆる世代や国籍などを超えて、就業機会の創出を図ります。 

また、山・川・海の豊かな自然や人馬が共生する文化など、本市の魅力あ

る地域資源を最大限生かした、観光や移住定住施策を推進するなど、訪れた

くなる・住みたくなるまちを目指します。 

 

重要目標達成指標（政策の柱ごと） 

ＫＧＩ 

（重要目標達成指標） 
現状値 

 
目標値 
（R8） 

①指標の設定理由 
②目標値の考え方 

農業産出額 401 千万円 546 千万円 

①産業の生産量（生産額）の増加を測る指標

として設定。 

②令和元年度から令和２年度の伸び率（８％）

を加味した推計値とした。 

2011年度以降の立
地事業者数（既存
事業者の増設含
む） 

41 事業者 50 事業者 

①本市における雇用者数増や人口増等に直結

するため。 

②各年度実績や企業からの聞き取りを勘案。

見込み件数を計上し目標値とした。 

製造業における就
労者一人当たりの
製造品出荷額 

2,321 万円 2,570 万円 

①市内全体の製造品出荷額は売上増減を表す

指標と捉える。合わせて就労者一人当たりの

単価を指標とすることで、生産性の効率化が

いかに図られているかを可視化するため、指

標を設定。 

②過去４年間の実績の平均伸び率を目標値と

した。 

移住者数（単年） 229 人 336 人 

①移住定住促進のための各施策の効果を評価

するため。 

②転勤・進学以外の理由で本市に５年以上居

住する意思を持って転入した人数の直近年度

の実績から目標値を算出。 

宿泊施設客室稼働
率（休前日及び休
日） 

29.0％ 37.0％ 

①観光施策を実施することで、市内への誘客、

訪問者を増加させ、宿泊施設の稼働率を高め

ることを目標とする。 

②観光施策を推進し、宿泊施設稼働率を現状

値から毎年２％増加させていくことを目標と

設定。 
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７ 農林水産業 

現状と課題（基本施策ごと） 

震災と原発事故は、いまだ本市の農林水産業と農山漁村に大きな影響を及ぼして

います。 

農林水産業の担い手の減少や高齢化が進んだことで、農地をはじめとする生産基

盤の利用や生産性が低下しています。また、人口の減少によって農山漁村の環境を

維持することが難しくなっています。 

このため、本市の農林水産業の持続的な発展のためには、農林水産業を支える担

い手の確保・育成や、ほ場整備等をはじめとする生産基盤の強化が必要です。また、

収益性の高い園芸作物等の生産やスマート農林水産業※の技術等を活用した作業の

省力化・効率化を図り、生産性の向上と消費者や実需者が求める流通・販売を進め

ることが必要です。 

豊かな農山漁村を維持し、次の世代に継承していくためには、農業・農村の有す

る多面的機能の維持・向上の取組や、有害鳥獣対策、地域資源を活用した取組など

を進め、地域の活力と魅力を高めることが必要です。 

 

 

 

  

※スマート農林水産業 

スマート農林水産業は、ロボット、ＡＩ、ＩｏＴ等の先端技術を利用して、省力化や高品質化等を実現する

新しい農林水産業のことです。 
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８ 商工業 

現状と課題（基本施策ごと） 

震災と原発事故の影響により、市内事業者や就労者は大きく減少しており、依然

として震災前の水準には及ばない状況です。このため、福島イノベーション・コー

スト構想※におけるイノベ重点分野等の市外事業者の誘致を継続するとともに、福

島ロボットテストフィールド※や福島国際研究教育機構等との連携を強化した産業

の集積・振興が必要です。 

また、カーボンニュートラル※の実現など、市内事業者を取り巻く環境が激変す

る中、本市の地場産業のポテンシャルを生かした市内事業者の持続的な発展を支え

ていくことが必要です。 

労働力不足に対しては、多様な働き方の推進や市内外からの人材確保、外国人材

の雇用促進、働き手のニーズなどに合った就労環境の整備等により、市内事業者の

労働力確保を支えることが必要です。 

商業・サービス業を生業とする中小事業者は、震災による商圏人口の減少やイン

ターネット販売の普及等により、厳しい経営状況であり、事業再構築や空き店舗を

活用した事業など、魅力ある新たなチェレンジを支え、街なかに賑わいを取り戻し

活性化させる取組が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※福島イノベーション・コースト構想 

福島イノベーション・コースト構想は、東日本大震災及び原子力災害によって失われた浜通り地域等の産

業を回復するため、当該地域の新たな産業基盤の構築を目指すものです。 

※福島ロボットテストフィールド 

福島イノベーション・コースト構想に基づき整備された「福島ロボットテストフィールド（RTF）」は陸・

海・空のフィールドロボットの一大開発実証拠点です。 

※カーボンニュートラル 

温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させることを意味します。2020 年 10 月、政府は 2050 年までに温室

効果ガスの排出を全体としてゼロにする、カーボンニュートラルを目指すことを宣言しました。「排出を全体

としてゼロ」というのは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、植林、森林管理などに

よる「吸収量」 を差し引いて、合計を実質的にゼロにすることを意味しています。ここでの温室効果ガスの

「排出量」「吸収量」とは、いずれも人為的なものを指します。カーボンニュートラルの達成のためには、温

室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化をする必要があります。 
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９ 観光交流 

現状と課題（基本施策ごと） 

本市を代表する観光資源である相馬野馬追が、新型コロナの影響により無観客開

催となるなど、観光事業や交流事業が低迷したことから、本市の特徴的な馬事文化
※を今後も観光資源としていくための取組と合わせ、アフターコロナを見据えた通

年観光の取組が必要です。 

また、サーフィンをはじめ１年を通じて誘客できるよう、本市の海山・川・山海

の魅力ある自然や文化遺産、馬を活用した魅力的な観光コンテンツの開発、新たな

滞在型観光、広域観光ルートのＰＲなどに取り組みます。また、文化継承に加え、

民間事業者・団体との連携による事業創出など、観光客や馬事関連人材を新たに呼

び込んでいく仕組が必要です。 

さらに、交流人口等の拡大に向け、交流事業の再開に取り組むとともに、テレワ

ークの普及など地方への人の動きが見直された機運を逃さず、選ばれる地域となる

ための施策展開が必要です。 

 

  

※馬事文化 

南相馬市は、千年の伝統を誇る「相馬野馬追」を始め、人と馬との共生が独自の文化として息づいていま

す。野馬追にとって馬は、騎馬武者たちが乗るなど欠かせない文化であるとともに、市内でも多くの馬が飼

育されており、身近な日常の風景の中でも至る所で馬を見掛けることはもちろん、馬そのものだけでなく、

馬を感じる場所や光景もまちなかで多くみることができます。 
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10 移住定住 

現状と課題（基本施策ごと） 

震災と原発事故以降、急激な人口減少と少子高齢化が進み、特に将来のまちづく

りの担い手となる世代は、大学進学や就職、結婚を機に市外へ流出する状況が続い

ています。これらを受け、本市では、地域おこし協力隊、新規創業に関連した取組、

子育て支援策の充実による若い世代の移住促進など、様々な分野での移住定住策を

展開してきた結果、移住者数は着実に増加し、その成果は現れてきています。 

一方で、本市に対して興味を持ち、移住先として選択されるためには、多様な媒

体を用いた効果的かつ継続的な仕事や暮らしの魅力等の情報発信を図るとともに、

就職・結婚・子育て・住宅支援等の移住支援制度の充実や、移住体験や移住者・地

元住民等との交流機会の創出、移住後のフォローアップ等が必要です。 

また、首都圏等在住の本市出身者等が興味・関心を持つための取組を推進すると

ともに、ライフステージに合わせた施策を講じるなど、転出した若い世代のＵター

ンを促進することが必要となっています。 
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政策の柱５ 都市基盤・環境・防災 
 

目指す姿（政策の柱ごと） 

すべての人に便利でやさしく、自然と調和しながら、ゆとりとやすらぎを

もって、快適に暮らせるまち、また、あらゆる災害に迅速に対応する安全で

安心なまちが求められています。 

道路網・上下水道の整備や住環境の整備、公共交通の確保、ごみの減量と

資源化等を推進し、住みやすいまちを目指します。 

また、太陽光発電設備の適切な管理による地域と共生した再生可能エネル

ギーの活用や省エネルギーの推進などによる脱炭素社会の実現、交通安全・

防犯の推進など、環境に配慮し、快適に暮らせるまちを目指します。 

さらに、災害が激甚化・頻発化する中で、想定を超える災害に対し、しな

やかで強靭な地域社会の構築を目指します。 

 

 

重要目標達成指標（政策の柱ごと） 

ＫＧＩ 

（重要目標達成指標） 
現状値 

 
目標値 
（R8） 

①指標の設定理由 
②目標値の考え方 

交通事故死亡者数 1 人 0 人 

①SDGs ローカル指標で例示されてい

る「ゴール 11 住み続けられるまちづ

くりを」に関連する指標を設定。 

②第 11 次南相馬市交通安全計画の目

標値と同じく、年間の交通事故死亡者

数をゼロとする。 

年間ごみ総量 25,561ｔ 18,465ｔ 

①ごみの排出量が減少することで、リ

サイクルや環境対策の効果を評価す

る指標として設定。 

②南相馬市一般廃棄物処理基本計画

に基づき、施策実施により年間ごみ総

量 18,465ｔ以下を目指す。 

 

CO2排出量の削減率
（平成 25年度比） 
 
目標値は（仮称）南相馬
市ゼロカーボンシティ推
進計画との整合を図るた
め R5年 10月以降に数値
を設定予定 

13％ 
 

50％ 
（R12） 

①ゼロカーボンシティで掲げる代表

的な温室効果ガスである二酸化炭素

の排出量を指標として設定。 

②令和 4 年 4 月「南相馬市ゼロカーボ

ンシティ宣言」の実現に向け、2030 年

度に温室効果ガスを基準年度から

50％削減することを目指す。 
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11 都市基盤 

現状と課題（基本施策ごと） 

震災と原発事故を受け、産業振興や交流人口拡大等のための広域道路ネットワー

クの充実や生活道路の整備、老朽化した道路等の長寿命化対策が必要です。また、

近年多発、激甚化している豪雨災害を踏まえ、河川の維持管理の強化に加え、道路

冠水など内水氾濫への対策による災害への備えが必要となっています。 

今後さらに老朽化が進行する上・下水道施設の更新や地震に強い強靭な上下水道

構築のための耐震化を計画的に進めるとともに、水質・管路事故や風水害に備え、

応急給水施設の整備と強靭な下水道施設の構築が必要です。 

空き家・空き地については、避難の長期化や人口減少による更なる増加が予想さ

れることから、積極的な利活用を図る必要があります。また、旧耐震基準の木造住

宅の耐震改修とともに、市管理の老朽化している公園施設に対しては、市民に安心

して安全に利用してもらえるよう、計画的な更新と効率的な維持管理が必要です。 

路線バスの利用人数は年々減少している一方で、定額タクシーの利用は増加して

いる状況です。今後も高齢化等により需要増加が予想されることから、交通弱者の

移動手段の確保のため、定額タクシー制度の拡充などを推進する必要があります。 
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12 生活環境 

現状と課題（基本施策ごと） 

ごみの減量と再資源化を図るため、ごみ分別の徹底を推進してきましたが、本市

の人口１人あたりのごみ排出量は国・県平均を大きく上回っており、ごみの不法投

棄もなくならない状況です。市民・事業者・行政が一体となって、ごみの発生・排

出抑制、再使用、再生利用、環境意識の醸成に加え、環境保全の意識の醸成が必要

です。 

原発事故以降、放射線に係るモニタリングの継続と測定結果の情報発信のほか、

大規模太陽光発電所や風力発電所の整備などの再生可能エネルギーの普及促進を

図りながら、CO2 等の温室効果ガス排出低減を目指してきました。一方で、市街地

や農地に設置した太陽光発電設備が周辺の景観を変容させたり、農地の集積・集約

化を妨げたりするなどの影響が見られます。 

令和４年４月には「南相馬市ゼロカーボン※シティ宣言」を行い、市民、事業者、

行政等の官民一体で、2050 年度までの CO2 等の温室効果ガスの実質排出ゼロを目指

しており、引き続き自然環境や地域との共生を重視しながら、再生可能エネルギー

や省エネルギー等の取組を強化し、官民協働による脱炭素社会の実現を図っていく

ことが必要です。 

 

  

※ゼロカーボン 

ゼロカーボンとは、企業や家庭が排出する二酸化炭素をはじめとする温室効果ガス（カーボン）の「排出

量」から、植林、森林管理などによる「吸収量」を差し引いて、排出量の合計を実質的にゼロにすることを意

味します。カーボンニュートラル、ネットゼロと同義です。 
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13 地域防災 

現状と課題（基本施策ごと） 

想定を超える大規模災害が発生した際には、市、消防、警察等の防災行政関係機

関のみで対応を行うことは困難で、被害を最小化する「減災」の考え方や自助・共

助・公助一体による防災体制の強化が重要となります。また、近年は地震のほか、

風水害を中心とした自然災害が多発しており、地域の消防防災の要となる消防団に

求められる役割は多岐にわたり、負担も増加しています。 

地域住民の高齢化や新型コロナの影響により、地域の実情に応じて自主防災組織

活動が停滞している地域もあることから、新たな制度等を踏まえた市民一人ひとり

の防災意識の向上や自然災害等のリスクに耐えられる国土強靱化に向けたハード・

ソフト両面での防災・減災の取組を踏まえた防災体制の強化とともに、消防施設・

設備の整備、消防団員の確保及び訓練の実施など、災害のリスクに対応した消防力

の強化が必要となっています。 
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14 交通安全・防犯 

現状と課題（基本施策ごと） 

警察署や市内交通安全関係機関・団体と連携し、交通安全活動を通じた市民意識

の向上が図られた結果、市内の人身事故件数は減少傾向にありますが、高齢化社会

の進展に合わせ、交通事故の当事者となる高齢者割合の増加や、全国で近年発生し

ている通学路等での交通事故が懸念されることから、関係機関・団体との連携のう

え、高齢者の交通事故防止活動の更なる強化や学校周辺の通学路等の安全・安心な

道路環境の整備を推進していく必要があります。 

また、警察・防犯団体等の活動や防犯カメラの活用により犯罪抑止に努めていま

すが、居住者数の減少やコミュニティの希薄化、高齢化により地域の防犯体制が弱

体化していることから、継続的な治安の確保に向け、防犯の推進が必要です。 

さらに、市民生活において生じる様々な問題や、複雑・多様化する消費者トラブ

ル・消費者被害に遭わないための取組、各種相談に対応する体制の充実が必要です。 
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政策の柱６ 地域活動・行財政 
 

目指す姿（政策の柱ごと） 

将来の予測が困難な時代において、誰もがまちづくりの主役になれること、

あらゆる課題に柔軟に対応し、持続可能な行財政運営が求められています。 

このため、地域コミュニティの再生・再構築に加え、まちづくりの担い手

として、あらゆる場面で市民一人ひとりが成長・活躍できるよう支援します。 

また、突発的な事象や不測の事態に対し、機動的に対応します。 

さらに、より効率的かつ効果的な行財政運営を推進することで、健全な行

財政運営を図り、将来へ向けて持続可能なまちを目指します。 

 

 

重要目標達成指標（政策の柱ごと） 

ＫＧＩ 

（重要目標達成指標） 
現状値 

 
目標値 
（R8） 

①指標の設定理由 
②目標値の考え方 

健全化判断比率 
健全財政
指標の維

持 

健全財政
指標の維

持 

①「地方公共団体の財政の健全化に関

する法律（財政健全化法）」において地

方公共団体の財政の健全性を示すも

の。「実質赤字比率」、「連結実質赤字比

率」、「実質公債費比率」、「将来負担比

率」、「資金不足比率」の財政指標を「健

全化判断比率」として定めている。 

②地方公共団体の財政状況を客観的

に表し、財政の早期健全化や再生の必

要性を判断する。 

まちづくりへの市民参
加人数 

10,480 人 17,793 人 

①まちづくりにおける市民の活躍の

状況を測る指標を設定。 

②各種審議会等の行政の活動や、まち

づくり委員会等のまちづくりの活動

への参加増を目指す。 

 

  



第２章 分野別施策の展開 政策の柱６ 

７３ 

15 コミュニティ・市民参加 

現状と課題（基本施策ごと） 

震災と原発事故以降、地域コミュニティは人口減少、高齢化等に加え、地域自治

組織への若い世代や、転入者等の行政区加入率の低下など、地域活動の維持が難し

くなるという変化が生じています。そのため、行政区の再構築を図るとともに、移

住者との新たなコミュニティ形成など、地域コミュニティの活性化に向けた取組を

進めます。また、とともに、ＮＰＯや市民活動団体等が積極的に活動しやすい環境

づくり、新たなまちづくりの担い手育成、市民が主体的に取り組むまちづくり活動

への支援や市民活動団体の育成支援、団体間の連携支援などが必要です。 

また、市政に対する要望や期待など、市に寄せられる意見が多様化かつ複雑化す

る中、新型コロナの影響もあり市民意見を得る機会が減少しています。より多くの

市民意見を市政へ反映するため、広聴事業の情報発信の推進に加え、様々な世代か

らの幅広い意見の収集に取り組む必要があります。 

 

  



第２章 分野別施策の展開 政策の柱６ 

７７ 

16 行財政 

現状と課題（基本施策ごと） 

震災と原発事故後、行政需要が多様化し、復興事業の推進や新たな課題等へ対応

するためには、職員一人ひとりが持てる能力を最大限発揮できるよう育成を進める

とともに、必要な職員数の確保、状況に即した組織機構の見直しが必要です。また、

庁内外でのデジタル技術の積極的な導入と実装を推進することによる、社会動向に

適した施策展開が効率的・効果的にできる仕組の構築とデジタル変革（DX）が必要

です。さらに、行政運営上で起こり得る様々なリスクへの対応策や体制づくりを事

前に確立するとともに、職員一人ひとりの業務に対する意識向上を図るなど、リス

クマネジメントを強化する必要があります。 

また、将来の財政状況が少子高齢化等に伴って厳しくなることが予想されている

中、公有財産については、公共施設総量の縮減に向け保有量の最適化や公共施設の

長寿命化改修等による財政負担の軽減が必要となっています。財政運営については、

震災関連事業以外の通常事業は震災前の規模よりも大きくなりつつあることから、

真に必要な事業を見極め、各課題に対応する財政指標の改善に継続的に取り組み、

健全で持続可能な財政運営を続けていくことが必要です。 

  



第３編 前期基本計画 

８２ 

政策の柱７ 原子力災害復興 
 

目指す姿（政策の柱ごと） 

震災と原発事故から 12 年目を迎えた中で、原子力災害からの復興・再生を

一日でも早く成し遂げることが求められています。 

国の「第２期復興・創生期間（原子力災害被災地域）」（令和 12 年度）に合

わせ、本市の更なる復興・再生に向けて、国・県等とも十分に連携を図りな

がら、福島イノベーション・コースト構想を推進します。 

また、震災と原発事故により拍車がかかったこどもや若者を中心とした人

口減少に加え、出生数の減少傾向を踏まえ、今後、更なる少子化対策や子育

て支援、移住定住の促進、地域コミュニティの再生・再構築、不足する医療・

福祉分野等の人材確保に取り組みます。 

さらに、水産業をはじめ農林業や観光業・商工業・サービス業に携わる事

業者等が安心して事業継続できるよう風評払拭に向けた取組を推進するとと

もに、廃炉作業を安全かつ着実に進めるよう、引き続き、国や東京電力ホー

ルディングス㈱に求めていくなど、原子力災害からの復興・再生を目指しま

す。 

 

 

重要目標達成指標（政策の柱ごと） 

ＫＧＩ 

（重要目標達成指標） 
現状値 

 
目標値 
（R8） 

①指標の設定理由 
②目標値の考え方 

旧避難指示区域の現住
人口 
 
※本市に住民登録がある
居住者に加え、他市町村
からの避難者及び復興事
業等関係者を含む現住人
口 

4,428 人 
（推定） 

現状値を上回る 
現状値を維持 

①震災と原発事故により甚大

な影響を受けた旧避難指示区

域の現住人口の動向を、復興・

再生を測る指標とする。 

②旧避難指示区域の復興・再生

への取組により減少を抑制し、

増加を目指す。 

 

 

  



第２章 分野別施策の展開 政策の柱７ 

８３ 

17 原子力災害復興 

現状と課題（基本施策ごと） 

 

 

原発事故による急激な少子高齢化、市民の心のケアや健康不安への対応、農林水

産業をはじめとした地域産業等の再興など、全市を挙げて課題解決に取り組むこと

が必要です。 

特に旧避難指示区域は、復興の緒に就いたばかりであり、居住者の高齢化や生活

環境の変化等に加え、帰還者数は減少傾向にあるなど、課題は多岐に渡っています。 

このため、居住人口の回復を図るべく、市民ニーズに即した支援策と避難者の帰

還促進をはじめ、風評払拭に向けた取組推進のほか、福島イノベーション・コース

ト構想を基軸とした産学官連携や新産業の集積・創出、移住定住を促進するなど、

復興・再生への取組を更に推進することが必要です。 

また、原子力損害賠償請求については、市民の相談体制を引き続き構築するとと

もに、自治体原子力賠償の取組も推進していくことが必要です。 

さらに、除染で生じた除去土壌等について、市内仮置場から中間貯蔵施設への搬

出を進め、仮置場の早期撤去をすることが必要です。また、国有林をはじめとした

森林に係る放射性物質の処理方針の早期決定が必要です。 

 

  


